
〈上板町の人口〉住民基本台帳登録人口　令和元年５月末現在　○世帯数／ 4,884世帯　○人口／男5,750人／女6,263人／計12,013人

　６月２日（日）技の館にて「藍マルシェ」を行いまし
た。当日は残念ながら雨となりましたが、多くの方に
ご来場いただき、藍を身近に感じていただきました。

各種表彰
令和元年度上板町職員採用試験について

上板町住民懇談会を開催します
警戒レベルを用いた避難情報等の運用開始について

福祉保健課より講演会のお知らせ
子宮頸がん検診・乳がん検診・胃内視鏡検診のご案内
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た。当日は残念ながら雨となりましたが、多くの方に
ご来場いただき、藍を身近に感じていただきました。
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令
和
元
年
度

防
犯
功
労
者
表
彰
受
賞

瑞
宝
双
光
章

受
章

　
令
和
元
年
五
月
二
十
七
日
に
、
徳
島

県
警
察
本
部
に
お
い
て
防
犯
功
労
者
表

彰
式
典
が
開
催
さ
れ
、
上
板
町
防
犯
推

進
委
員
協
議
会
会
長
の
中
川
直
氏
が
、

令
和
元
年
度
防
犯
功
労
者
表
彰
を
受
け

ら
れ
ま
し
た
。

　
氏
は
防
犯
推
進
委
員
と
し
て
長
年
に

わ
た
り
地
域
安
全
活
動
に
努
め
ら
れ
、

犯
罪
の
予
防
及
び
少
年
の
非
行
防
止
に

尽
力
さ
れ
て
き
ま
し
た
。
そ
の
功
績
が

認
め
ら
れ
、
今
回
の
受
賞
と
な
り
ま
し

た
。
栄
え
あ
る
受
賞
を
た
た
え
る
と
と

も
に
、
今
後
ま
す
ま
す
の
ご
健
康
と
ご

活
躍
を
お
祈
り
し
て
い
ま
す
。

　
令
和
元
年
度
五
月
二
十
一
日
付
で
瑞
宝
双
光

章
を
受
章
さ
れ
ま
し
た
。

　
氏
は
、
平
成
七
年
四
月
か
ら
平
成
十
六
年
三

月
ま
で
、
国
内
外
の
日
本
人
学
校
、
小
中
学
校

で
校
長
を
、
平
成
二
十
年
六
月
か
ら
平
成
二
十

九
年
十
一
月
ま
で
町
教
育
長
を
歴
任
さ
れ
、
永

き
に
亘
り
本
町
の
教
育
の
振
興
に
尽
力
さ
れ
ま

し
た
。
こ
れ
ら
の
功
績
が
認
め
ら
れ
、
今
回
の

栄
え
あ
る
受
章
と
な
り
ま
し
た
。

　
氏
の
受
章
を
称
え
る
と
と
も
に
、
今
後
益
々

の
ご
健
康
と
ご
活
躍
を
お
祈
り
い
た
し
ま
す
。

中

　川

　
　
　直
　氏

板

　東

　秀

　則
　氏

板
野
郡
監
査
委
員
連
絡
協
議
会

感
謝
状
受
賞

　
令
和
元
年
五
月
二
十
三
日
、
板
野
郡

監
査
委
員
連
絡
協
議
会
会
長
よ
り
感
謝

状
が
伝
達
さ
れ
ま
し
た
。

　
こ
れ
は
、
氏
が
平
成
十
八
年
九
月
一

日
よ
り
十
二
年
の
永
き
に
わ
た
り
、
本

町
の
監
査
委
員
と
し
て
地
方
公
共
団
体

の
財
務
に
関
す
る
事
務
の
適
正
な
執

行
、
経
営
に
係
る
事
務
の
管
理
等
に
尽

力
さ
れ
、
地
方
自
治
及
び
板
野
郡
監
査

委
員
連
絡
協
議
会
の
発
展
に
寄
与
さ
れ

た
こ
と
に
よ
り
贈
呈
さ
れ
た
も
の
で
す
。

　
氏
の
今
後
益
々
の
ご
健
康
と
ご
活
躍

を
お
祈
り
い
た
し
ま
す
。

安

　田

　克

　良
　氏

上
板
町
代
表
監
査
委
員

体
験
！
裁
判
員
裁
判
!!

■
日
時

　
八
月
八
日
（
木
）　

　
午
後
一
時
三
十
分
か
ら
午
後
四
時
三
十
分
ま
で

■
場
所

　
徳
島
地
方
裁
判
所
　
二
階
　
二
〇
一
号
法
廷

■
イ
ベ
ン
ト
内
容

　
①
模
擬
裁
判
（
役
が
当
た
っ
た
人
は
裁
判
劇
を
演

　
　
じ
る
こ
と
が
で
き
ま
す
）

　
②
法
廷
見
学
（
写
真
撮
影
・
法
服
試
着
な
ど
）

　
③
裁
判
官
へ
の
質
問
コ
ー
ナ
ー

■
対
象
者

　
小
学
五
・
六
年
生

■
定
員

　
六
〇
人
（
同
伴
の
保
護
者
を
含
む
）

■
申
込
方
法

　
は
が
き（
一
枚
に
つ
き
子
ど
も
三
人
ま
で
申
込
Ｏ
Ｋ
）

■
記
載
事
項

　
①
参
加
者
で
あ
る
子
ど
も
の
氏
名
と
学
年

　
②
連
絡
先
と
な
る
保
護
者
の
郵
便
番
号
、
住
所
、

　
　
氏
名
、
電
話
番
号

　
③
保
護
者
が
同
伴
す
る
場
合
に
は
保
護
者
の
氏
名
、

　
　
子
ど
も
と
の
続
柄

■
宛
先

　
〒
七
七
〇

－

八
五
二
八

　
徳
島
市
徳
島
町
一
丁
目
五
番
地
一

　
　
徳
島
地
方
裁
判
所
事
務
局
総
務
課

　
　
　
　
　「
裁
判
所
サ
マ
ー
ツ
ア
ー
」
係

■
締
め
切
り

　
七
月
十
九
日（
金
）
当
日
消
印
有
効

※

応
募
者
多
数
の
場
合
は
抽
選
と
し
ま
す
。
結
果
に
つ

　
い
て
は
、
七
月
二
十
四
日（
水
）以
降
に
郵
便
で
お
知

　
ら
せ
し
ま
す
。
　
　

裁
判
所
サ
マ
ー
ツ
ア
ー

　
　
　
　
　
２
０
１
９

夏休み企画
お
問
い
合
わ
せ

　徳
島
地
方
裁
判
所
事
務
局
総
務
課
庶
務
係

　☎
〇
八
八

－

六
〇
三

－

〇
一
一
一

裁
判
所
サ
マ
ー
ツ
ア
ー

　
　
　
　
　
２
０
１
９
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令
和
元
年
度
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ

競
技
会
が
、
五
月
二
十
三
日
（
木
）

に
フ
ァ
ミ
リ
ー
ス
ポ
ー
ツ
公
園
で
約

五
十
名
が
参
加
し
、
開
催
さ
れ
ま
し

た
。

　

成
績
は
次
の
と
お
り
で
す
。

（
敬
称
略
）

◆
優
　
勝
　
坂
　
東
　
弘
　
之

◆
準
優
勝
　
前
　
坂
　
　
　
明

◆
第
三
位　

坂
　
東
　
須
美
子

グ
ラ
ウ
ン
ド

ゴ
ル
フ
競
技
会

津
　
川
　
　
　
旭

手
　
塚
　
久
　
利

板
　
東
　
秀
　
則

宮
　
本
　
　
　
栞

（
富
岡
西
高
校
・
新
体
操
）

村
　
部
　
七
　
海

（
徳
島
北
高
校
・
陸
上
）

林
　
　
　
　
　
優

（
上
板
中
学
校
・
野
球
・
陸
上
）

手
　
塚
　
一
　
翔

（
上
板
中
学
校
・
野
球
）

團
　
　
　
将
　
進

（
上
板
中
学
校
・
野
球
）

西
　
浦
　
宇
　
宙

（
上
板
中
学
校
・
野
球
）

美
　
馬
　
時
　
人

（
上
板
中
学
校
・
野
球
）

岸
　
本
　
拓
　
也

（
上
板
中
学
校
・
野
球
）

花
補
佐
　
准
　
一

（
上
板
中
学
校
・
野
球
）

村
　
上
　
真
　
央

（
上
板
中
学
校
・
野
球
）

鳥
　
羽
　
宗
　
倫

（
上
板
中
学
校
・
野
球
）

南
　
川
　
莉
　
希

（
上
板
中
学
校
・
野
球
）

板
　
東
　
大
　
和

（
上
板
中
学
校
・
野
球
）

体
育
特
別
功
労
者

栗
　
尾
　
俊
　
輝

（
上
板
中
学
校
・
野
球
）

坂
　
本
　
将
　
臣

（
上
板
中
学
校
・
野
球
）

切
　
原
　
悠
　
希

（
上
板
中
学
校
・
野
球
）

長
　
尾
　
大
　
也

（
上
板
中
学
校
・
野
球
）

三
　
浦
　
龍
　
汰

（
上
板
中
学
校
・
野
球
）

清
　
水
　
愁
　
星

（
上
板
中
学
校
・
野
球
）

瀬
　
尾
　
凌
　
矢

（
上
板
中
学
校
・
野
球
）

植
　
田
　
友
　
里

（
上
板
中
学
校
・
柔
道
）

岡
　
田
　
　
　
花

（
上
板
中
学
校
・
柔
道
）

門
　
田
　
蒼
　
依

（
上
板
中
学
校
・
柔
道
）

矢
　
野
　
花
　
怜

（
上
板
中
学
校
・
柔
道
）

多
　
田
　
幸
　
生

（
上
板
中
学
校
・
陸
上
）

松
　
谷
　
里
　
緒

（
上
板
中
学
校
・
陸
上
）

坂
　
東
　
立
　
基

（
上
板
中
学
校
・
ラ
グ
ビ
ー
）

長
　
家
　
拓
　
希

（
松
島
小
学
校
・
サ
ッ
カ
ー
）

　※
平
成
三
十
年
度
の
学
校
名
を

記
載
し
て
お
り
ま
す
。

�

（
順
不
同
）

六
月
十
日
（
月
）

　
上
板
町
中
央
公
民
館
に
お
い
て
、
本
町
ス
ポ
ー
ツ
界
に
お
け

る
活
躍
を
称
え
、
上
板
町
体
育
協
会
よ
り
、
体
育
特
別
功
労
者
・

ス
ポ
ー
ツ
優
秀
者
の
三
十
一
名
に
表
彰
状
及
び
記
念
品
を
贈
呈

し
ま
し
た
。

上
板
町
体
育
協
会
表
彰
式

ス
ポ
ー
ツ
優
秀
者
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●試 　 験 　 日　令和元年９月22日（日）
●申込受付期間　令和元年７月16日（火）

〜令和元年８月１日（木）
●採 　 用 　 日　令和２年４月１日以降

２．受験資格
試 験 区 分 受　験　資　格

一般事務 高等学校
卒業程度

昭和54年４月２日から平成14年４月
１日までに生まれた者。

保 育 士 短期大学
卒業程度

昭和44年４月２日から平成12年４
月１日までに生まれた者で、保育士
の資格及び幼稚園教諭の免許を有す
る者又は、令和２年３月31日までに
当該資格及び免許を取得する見込み
の者。

３．試験の日時及び試験場
区　分 試　験　日　時 試　　験　　場

第１次試験

令和元年９月22日（日）
⑴　開場時間　９時
⑵　試験時間　　
　　〇全試験区分　教養試験　10時から12時まで
　　〇保　育　士　専門試験　13時から14時30分まで
　　※筆記試験終了後に全試験区分で適性検査を実施し

ます。検査時間は１時間程度です。

上板町役場　２階　中央公民館
（上板町七條字経塚42番地）
※駐車場には限りがあります。可能な限り公共の交

通機関を利用してください。

第２次試験 令和元年11月下旬予定（日時及び場所は、第１次試験合格者に通知します。）

令和元年度
上板町職員採用試験について
１．試験区分、採用予定人数及び職務の内容

試 験 区 分 採用予定
人数 職　務　の　内　容

一般事務 高等学校
卒業程度 若干名

上板町の各部署において、
一般行政事務に従事しま
す。

保 育 士 短期大学
卒業程度 若干名

上板町において、保育士
若しくは幼稚園教諭の業
務に従事します。

※試験の詳細については、令和元年度上板町職員採用試験案内もしくは上板町ホームページでご確認ください。

● お問い合わせ ●　　上板町役場　総務課　☎６９４−６８０１

　「小さくてもキラリと光る町」の実現に向けて住民と町ができることは何か。住民の皆さまと
地域の現状や課題（良いことや困りごとなど）について意見交換を行います。
　特にテーマは設けておりません、お気軽にご参加下さい。

〇　開 催 日 程

上 板 町 住 民 懇 談 会 を 開 催 し ま す上 板 町 住 民 懇 談 会 を 開 催 し ま す

開　催　日 開 催 時 間 開催地区及び会場

７月３１日（水） １９時００分～２０時３０分
①松島地区　上板町西老人集会所　　第２・３集会室
　（引野字東原 49番地 1）

８月　１日（木） １９時００分～２０時３０分
②高志地区　上板町南老人集会所　　第３集会室
　（高瀬字宮ノ本 250番地 1）

８月　２日（金） １９時００分～２０時３０分
③大山地区　上板町東老人集会所　　第２･３集会室
　（神宅字北屋敷 32番地 2）

８月　５日（月） １９時００分～２０時３０分
④東光地区　上板町西分老人集会所　第３集会室
　（西分字西ツメノ 24番地）

　※地区に関係なく、何処の会場で参加していただいて結構です。
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◎
令
和
元
年
第
二
回
定
例
会

の
概
要

　

第
二
回
定
例
会
は
、
六
月

十
一
日
か
ら
六
月
十
四
日
ま

で
の
四
日
間
の
日
程
で
開
か

れ
ま
し
た
。

　

開
会
日
に
は
、
松
田
町
長

の
挨
拶
及
び
提
出
議
案
提
案

理
由
の
説
明
が
行
わ
れ
ま
し

た
。

　

一
般
質
問
で
は
、
町
長
の

政
治
姿
勢
、地
方
創
生
事
業
、

防
災
対
策
、
子
育
て
支
援
、

技
の
館
の
今
後
に
つ
い
て
な

ど
が
論
議
さ
れ
ま
し
た
。

（
議
員
一
〇
名
か
ら
一
般
質
問
）

　

町
長
提
出
議
案
一
五
件
の

う
ち
、
八
件
が
可
決
、
四
件

が
承
認
、
一
件
が
同
意
、
二

件
が
報
告
さ
れ
ま
し
た
。（
令

和
元
年
度
一
般
会
計
補
正
予

算
と
し
て
保
健
セ
ン
タ
ー
新

築
及
び
庁
舎
改
修
工
事
費

一
億
四
、〇
〇
〇
万
円
ほ
か
）

　

ま
た
、
議
員
提
出
議
案
二

件
が
可
決
さ
れ
、
う
ち
、
議

会
議
員
の
定
数
を「
一
四
人
」

か
ら
「
一
三
人
」
に
改
正
す

る
条
例
の
一
部
改
正
が
可
決

さ
れ
ま
し
た
。

◎
議
会
議
員
全
員
協
議
会

　

令
和
元
年
六
月
六
日

　

第
二
回
定
例
会
提
出
議
案

等
の
協
議
を
行
う
。

上
板
町
議
会

だ
よ
り

第25回 参議院議員通常選挙のお知らせ
第25回参議院議員通常選挙が下記により執行される予定です。
⃝公　示　日　令和元年７月４日（木）
⃝投 票 日 時　令和元年７月21日（日）　７時〜20時
⃝投　票　所　町内５投票所（投票所入場券にあなたの投票所を記載しています）
⃝期日前投票　令和元年７月５日㈮〜令和元年７月20日㈯の16日間
　　　　　　　時間：８時30分〜20時　　　場所：上板町役場 １階ロビー

◇選挙日程

◇滞在地での不在者投票
　上板町の選挙人名簿に登録されて
いる方で、長期の仕事や旅行などで
上板町で投票できない方は滞在地の
選挙管理委員会で投票ができます。
①本人が、上板町選挙管理委員会に
投票用紙等を請求してください。
　請求方法：「投票用紙及び不在者投
票用封筒の請求書兼宣誓書」を選
挙管理委員会に郵送してください。
②上板町に請求書が届き、不在者投
票事由があると認めたときは、上
板町選挙管理委員会から投票用紙
等を書留で郵送します。
③投票用紙等が届いたら、滞在地の
選挙管理委員会へ持参して、そこ
で投票してください。

　※自宅で投票用紙に記入したり「不
在者投票証明書」の封筒を自分
で開封すると、不在者投票がで
きなくなります。必ず、滞在地
の選挙管理委員会に出向いて不
在者投票を行ってください。

◇郵便等による不在者投票
　身体の障害や疾病のため、投票所へ行って投票することができない方が自宅等で
投票の記載をし、郵便等を利用して投票を行う制度です。
※この制度によって投票を希望される場合は、あらかじめ申請手続きが必要です。
①郵便等による不在者投票をすることができる方
　身体障害者手帳か戦傷病者手帳をお持ちの選挙人で、次の障害のある方または、
介護保険被保険者証「要介護５」の方に認められています。
　（自分の氏名や候補者名を自書できることが条件となります）

上板町議会議員一般選挙
立候補予定者説明会のお知らせ

　上板町議会議員一般選挙が下記により執行される予定です。
　つきましては、立候補予定者説明会を開催いたしますの
で、立候補を予定されている方は、必ず出席してください。

◇選挙日程
⃝告　示　日　令和元年９月10日（火）
⃝立候補受付　令和元年９月10日（火）　８時30分〜17時
　　　　　　　上板町中央公民館・大会議室（役場２階）
⃝投 票 日 時　令和元年９月15日（日）　７時〜20時
⃝投　票　所　町内５投票所（投票所入場券に、あなたの投票所を記載しています）

◇立候補予定者説明会
⃝日時　令和元年８月７日（水）　13時30分〜
⃝場所　上板町中央公民館・大会議室（役場２階）
　　　　※立候補を予定されている方は、必ず

出席してください。

● お問い合わせ ●　　上板町選挙管理委員会事務局（上板町役場総務課内）　☎６９４−６８０１

区分 障害の種類 障害の程度
身体障害者手帳 両下肢、体幹又は移動機能の障害 １級又は２級

心臓、じん臓、呼吸器、ぼうこう、直
腸又は小腸の障害

１級又は３級

免疫又は肝臓の機能障害 １級から３級まで
戦傷病者手帳 両下肢又は体幹の障害 特別項症から第２項症まで

心臓、じん臓、呼吸器、ぼうこう、直
腸又は肝臓、小腸の障害

特別項症から第３項症まで

介護保険被保険者証 要介護状態区分が「要介護５」

②郵便等による不在者投票における代理記載制度の対象者
　①の条件を満たし、さらに自ら投票の記載をすることができない方で手帳等の記
載が次に該当する方は、あらかじめ届け出た者（選挙権を有する者に限る）に投票
に関する記載をさせることができます。

区分 障害の種類 障害の程度
身体障害者手帳 上肢又は視覚の障害 １級
戦傷病者手帳 上肢又は視覚の障害 特別項症から第２項症まで

● お問い合わせ ●　　上板町選挙管理委員会事務局（上板町役場総務課内）　☎６９４−６８０１

5　●　広報かみいた　第253号



警戒レベルを用いた避難情報等の運用開始について
　国は、平成30年７月豪雨を教訓とし、避難対策の強化について検討し、平成31年３月に「避難勧告等に
関するガイドライン」を改定しました。
　住民等が情報の意味を直感的に理解しやすく、適切な避難行動が可能となるように5段階の「警戒レベル」
を用いて情報提供することとなりました。

国が管理する吉野川で、氾濫の危険が高まった時、緊急速報メールが自動で発信されます。
メールを着信したら、雨の降り方や吉野川の今の水位を「川の防災情報」で確認しましょう。
【国土交通省　徳島河川国道事務所　☎088－654－9611】

詳しく知りたい方は
内閣府防災情報のページをご覧ください。 検 索内閣府　避難勧告

URL:http://www.bousai.go.jp/oukyu/hinankankoku/h30_hinankankoku_guideline/index.html

・避難情報
・避難所情報
・災害関連情報
・河川水位情報
・雨量情報
・最新の気象情報等がリアルタイムで確認できます。

● お問い合わせ ●　　上板町役場　企画防災課　　☎６９４－６８２４

洪水情報が緊急速報メールで発信！

テレビでの防災情報の確認には ｄボタン の活用を！

警戒レベル とるべき避難行動 避難情報 参考となる防災気象情報
（警戒レベル相当情報）

警戒レベル５ 既に災害が発生している状況
命を守る最善の行動を！ 災害発生情報 氾濫発生情報

大雨特別警報

警戒レベル4 全員避難（対象地域） 避難指示（緊急）
避難勧告

氾濫危険情報
土砂災害警戒情報

警戒レベル3 避難に時間を要する人は避難開始 避難準備・高齢者等
避難開始

氾濫警戒情報
洪水警報

警戒レベル2 避難行動の確認 大雨注意報
洪水注意報

警戒レベル1 災害への心構え 早期注意報

※市町村が発令するのは避難情報の警戒レベル３・４・５です。
※水害・土砂災害の避難情報に警戒レベルを用います。

2019（令和元）年　7　月　1　日　●　6



　

現
在
、
老
朽
化
の
た
め
西
分
駐

在
所
の
建
て
替
え
工
事
を
行
っ
て

お
り
ま
す
。

　

工
事
期
間
は
、
六
月
か
ら
十
一

月
の
予
定
で
す
。

　

建
て
替
え
工
事
期
間
中
は
、
徳

島
板
野
警
察
署
板
野
庁
舎
の
警
察

官
が
パ
ト
ロ
ー
ル
を
し
ま
す
。

●
事
件
・
事
故
な
ど
の
緊
急
の

　
場
合
は
、

　
一
一
〇
番

●
緊
急
で
な
い
ご
相
談
ご
と
な

　
ど
は
、

　
板
野
庁
舎

　
〇
八
八

－

六
七
二

－

〇
一
一
〇

防災意識調査・井戸調査の集計結果を公表します
○調査期間　平成31年３月１日～平成31年３月31日　　　　○調査方法　支部回覧により配布・回収

井 戸 調 査
○回収状況　84支部

井戸の数 ６４５
使用状況
※重複回答有

飲用に使用※ １２１
飲用以外に使用※ ２８０
事業に使用※ ６３
使用していない ２２０
不明 ２９

水質検査 定期的に実施 ９２
実施していない ４８２
不明 ７１

形 状 掘り抜き式 ３３２
打ち込み式 ２１７
不明 ９６

動 力 電動式 ４０８
手動式 ５８
不明 １７９

防災意識調査

調査結果を基に、自主防災組織連絡協議会等との協議のうえ今後の防災施策へ反映させていただきます。全回答につ
いては、ホームページに掲載しております。ご協力ありがとうございました。

災害に関する意識
1もし大災害が起こったら、どのような
ことが心配ですか。（複数回答可）
ア　津波，浸水，堤防の決壊� 34.9％
イ　土砂崩れ，崖崩れ� 12.1％
ウ　地割れ，液状化現象� 24.8％
エ　火災の発生やガスなどの危険物の
　　爆発� 30.9％
オ　自宅の倒壊� 78.2％
カ　家具・家電などの転倒� 47.7％
キ　避難場所にたどり着けないこと
� 19.6％

○回収状況　1,359世帯

防災訓練等に関する意識
3３年以内に訓練や研修に参加したこと
がありますか。１つだけお選びください。
ア　参加したことがある� 41.4％
イ　訓練が行われていることは知って
　　いたが、参加したことはない
� 43.6％
ウ　訓練が行われていることを知らな
　　かった� 10.4％
4訓練や研修に参加したことがないのは
なぜですか。（複数回答可）〈3でイと
答えた方〉

ア　日時・場所がわからなかった� 12.0％
イ　関心・興味がなかった� 9.8％
ウ　仕事などにより時間がなかった
� 53.2％
エ　会場に行くのが大変だった� 9.8％
オ　知り合いが参加していなかった
� 3.9％
カ　自分は災害にあわないと思う� 0.5％
キ　特に理由はない� 24.8％
ク　その他� 4.4％

自主防災に関する意識
5あなたの住む地域（支部）で、自主防

災組織は結成されていますか。
ア　結成がされており、定期的な防災
　　活動も行っている� 14.3％
イ　結成はされているが、特に活動は
　　行っていない� 21.9％
ウ　結成がされていない� 19.3％
エ　分からない� 37.7％

ク　外出先・勤務先などから帰宅でき
　　なくなる� 28.6％
ケ　家族の安否が確認できなくなるこ
　　と� 42.7％
コ　食料，水などの確保ができなくな
　　ること� 56.7％
サ　ガソリン・灯油など燃料の不足
� 28.2％
シ　電気・水道・ガスの供給停止� 65.7％
ス　避難所生活� 40.4％
セ　治安の混乱� 13.3％
ソ　分からない� 0.4％
タ　その他� 1.3％

防災情報に関する意識
2実際に災害が起こったときに、充実し
てほしい情報はなんですか。

　（複数回答可）
ア　震度・雨量・特別警戒などの情報
� 48.2％
イ　地域の危険箇所� 45.1％
ウ　職場や学校の被害状況� 15.4％
エ　道路や交通機関の通行止め・渋滞・
　　運行状況� 44.2％
オ　自治体による避難勧告や避難指示
　　など� 44.3％
カ　避難所や避難場所の情報� 48.9％
キ　家族や知人の安否� 41.9％
ク　けが人や救急患者の受入病院
� 44.8％
ケ　食料や救援物資が受け取れる場所
　　の情報� 64.5％
コ　ガソリンなど燃料を給油できる場
　　所� 36.0％
サ　ライフラインの復旧見通し� 48.5％
シ　特にない� 1.0％
ス　その他� 0.6％

西
分
駐
在
所
の

建
て
替
え
工
事

に
つ
い
て

● お問い合わせ ●　　上板町役場　企画防災課　☎６９４−６８２４
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七
月
は
固
定
資
産
税
（
第
一
期
）
国
民

健
康
保
険
税
（
第
一
期
）
の
納
付
月
で
す
。

　

納
期
限
は
七
月
三
十
一
日（
水
曜
日
）で

す
。

　

納
期
限
内
に
お
納
め
く
だ
さ
い
ま
す
よ

う
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　

口
座
振
替
の
方
は
、
七
月
三
十
一
日
に

引
き
落
と
し
い
た
し
ま
す
の
で
、
残
高
の

ご
確
認
を
お
願
い
し
ま
す
。

※
転
出
・
婚
姻
等
、
世
帯
状
況
に
異
動
が

あ
っ
た
場
合
で
も
、
自
動
的
に
解
約
と

は
な
り
ま
せ
ん
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

　■
口
座
振
替
の
手
続
き

　

通
帳
と
通
帳
届
出
印
を
持
参
し
、
上
板

町
内
取
扱
金
融
機
関
窓
口
で
お
申
し
込
み

下
さ
い
。

　
■
ご
利
用
い
た
だ
け
る
町
税
（
料
）

　

町
県
民
税
・
固
定
資
産
税
・

　

軽
自
動
車
税
・
国
民
健
康
保
険
税
・

　

後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料

　
■
取
扱
金
融
機
関

　

阿
波
銀
行
、
徳
島
銀
行
、

　

板
野
郡
農
協
、
ゆ
う
ち
ょ
銀
行

　
上
板
町
役
場
　
税
務
課

　
☎
六
九
四

−

六
八
〇
七

お
問
い
合
わ
せ

今
月
の
納
付
期
限

　
　
　
に
つ
い
て

　
税
務
課
か
ら
の
お
知
ら
せ
　

　
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
に
加
入
さ
れ
て
い
る
方
を
対
象
に
、
糖

尿
病
な
ど
の
生
活
習
慣
病
の
早
期
発
見
や
重
症
化
の
予
防
の
た

め
、
健
康
診
査
を
実
施
し
ま
す
。

　『
健
康
診
査
受
診
券
』が
届
い
た
方
は
、必
ず
受
診
し
ま
し
ょ
う
。

健
康
診
査
の
対
象
者

（
長
期
入
院
さ
れ
て
い
る
方
や
施
設
入
所
等
さ
れ
て
い
る
方
は
除
く
）

1　
生
活
習
慣
病
と
診
断
さ
れ
て
い
な
い
方

　

長
期
入
院
、施
設
入
所
者
等
及
び
生
活
習
慣
病
と
診
断
さ
れ
た
方
は
、

既
に
健
康
状
態
を
把
握
さ
れ
、
医
師
の
指
導
を
受
け
て
い
る
と
考
え
ら

れ
る
こ
と
か
ら
、
健
康
診
査
の
対
象
者
か
ら
除
い
て
い
ま
す
。

※
生
活
習
慣
病
と
は
、
生
活
習
慣
が
発
症
原
因
に
深
く
関
わ
っ
て
い
る

と
考
え
ら
れ
る
病
気
で
、
糖
尿
病
、
高
血
圧
性
疾
患
、
脂
質
異
常
症
、

虚
血
性
心
疾
患
、
そ
の
他
心
疾
患
、
く
も
膜
下
出
血
、
脳
内
出
血
、
脳

梗
塞
、
脳
動
脈
硬
化
、
そ
の
他
脳
血
管
疾
患
、
動
脈
硬
化
が
あ
り
ま
す
。

2　
今
年
一
月
か
ら
九
月
ま
で
の
新
規
加
入
者
（
七
十
五
歳
に

　
　

な
っ
た
方
な
ど
）

　

十
月
一
日
以
降
の
七
十
五
歳
に
な
る
方
（
後
期
高
齢
者
医
療
に
加
入

予
定
の
方
）
は
、
今
年
度
は
当
制
度
の
健
康
診
査
は
受
け
ら
れ
な
い
た

め
、
九
月
末
ま
で
に
加
入
前
の
健
康
保
険
（
国
保
な
ど
）
の
特
定
健
診

を
受
診
し
て
く
だ
さ
い
。

3　
受
診
券
が
届
か
な
か
っ
た
方
の
う
ち
健
診
を
受
診
さ
れ
た

　
　

い
方　
※
申
込
み
要

申
込
受
付
期
間
　
令
和
元
年
十
二
月
中
旬
ま
で

申
込
み
場
所
　
上
板
町
役
場
税
務
課
窓
口
に
備
付
け
の
健
康
診
査
申

込
書
に
て
お
申
込
み
く
だ
さ
い
。

受
診
券
送
付
時
期

第
１
回
目　
６
月
中
旬
（
送
付
済
み
）

　
　
　
　
　
（
１
月
１
日
か
ら
４
月
30
日
ま
で
の
新
規
加
入
者
を
含
む
）

第
２
回
目　
７
月
下
旬

　
　
　
　
　
（
５
月
１
日
か
ら
６
月
30
日
ま
で
の
新
規
加
入
者
を
含
む
）

第
３
回
目　
８
月
下
旬

　
　
　
　
　
（
７
月
１
日
か
ら
７
月
31
日
ま
で
の
新
規
加
入
者
を
含
む
）

第
４
回
目　
10
月
初
旬

　
　
　
　
　
（
８
月
１
日
か
ら
９
月
30
日
ま
で
の
新
規
加
入
者
を
含
む
）

第
５
回
目
以
降　
11
月
中
旬
、
11
月
下
旬
，
12
月
中
旬

健
診
項
目

身
体
計
測
、
血
圧
測
定
、
血
液
検
査
、

尿
検
査

予 

約 

先

受
診
す
る
医
療
機
関
に
事
前
予
約
が
必
要

自
己
負
担
金

無
料受

診
期
間

受
診
券
を
受
け
取
ら
れ
た
と
き
か
ら
令
和

元
年
十
二
月
末
ま
で

■ 徳島県後期高齢者医療広域連合事務局事業課
　 徳島市川内町平石若松 78 番地１
　 ☎088－677－3666
■ 上板町役場　税務課　☎694 － 6807

後期高齢者医療制度の健康診査に関するお問い合わせ

後
期
高
齢
者
医
療
制
度
の
健
康
診
査
に
つ
い
て

平
成
31（
令
和
元
）年
度

口
座
振
替
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【一部負担金の割合の判定方法について】

※70歳以上75歳未満の方（後期高齢者医療制度の被保険者以外）がいる場合、その方々との総収入の
合計額が520万円未満の場合は１割（要申請）

　平成31年度の保険料が、年金から差し引かれている方は、４月分から８月分ま
では、仮徴収としてお支払いいただくこととなっております。
　保険料の算定基礎となる前年の所得が確定後、年額保険料とお支払方法のお知ら
せをお送りします。
　また、年金からの差引きではなく、納付書または口座振替により保険料を納めて
いただく方についても、年額保険料のお知らせと納付書をお送りします。

１割負担となる方

世帯構成

住民税課税所得

総収入の合計額

被保険者が１人の場合

１４５万円以上

３８３万円未満は１割（要申請）

３８３万円以上は３割（※）

被保険者が２人以上の場合

145万円以上の被保険者がいる

520万円未満は１割（要申請）

520万円以上は３割

同じ世帯の被保険者全員の住民税課税所得が１４５万円未満

８月は保険証の定期更新月です
後期高齢者医療制度加入のみなさまへ

　現在、後期高齢者医療制度に加入されている方には、有効期限が「令和元（平成31）年７月31日」となっている［濃
いクリーム色（黄色）］の「後期高齢者医療被保険者証」を、１人に１枚お渡ししています。
　７月中に、有効期限　令和２年７月31日と記載された新しい被保険者証［みどり色］をお届けします。
　令和元年８月１日か
ら令和２年７月31日
までの一部負担金の割
合（１割又は３割）は、
平成30年中の所得に
基づき、改めて判定し
ます。
　８月１日以降は、古
い被保険者証は使えま
せんので、受診の際は
有効期限を確認し、お
間違えのないようご注
意ください。

３割負担となる方

※平成31年度の
　後期高齢者医療保険料の
　決定通知書を８月初旬に
　お送りします。

①後期高齢者医療　限度額適用・標準負担額減額認定証（薄い紫色）
をお持ちの方へ

　現在お持ちの「後期高齢者医療限度額適用・標準負担額減額認定証」(以下、
減額認定証 )は、有効期限が「令和元（平成31）年７月31日」となっています。
　平成30年度の減額認定証をお持ちの方で平成31年度住民税非課税世帯の
方には、７月末までに８月１日以降に使用可能な減額認定証をお届けいたし
ます。更新申請書の提出は必要ありません。
　減額認定証に記載されている適用区分が「区分Ⅱ」の方で、減額認定証発
行後に90日を超える入院（過去12か月）をされた方は、後期高齢者医療担
当窓口に申請していただくことで、入院時の食事代がさらに減額されます。
　※申請が遅れた場合、減額される期間が少なくなりますので、該当になる

方は速やかに申請してください。

②後期高齢者医療　限度額適用認
定証（ねずみ色）をお持ちの方へ

　現在お持ちの「後期高齢者医療限度
額適用認定証」（以下、限度額認定証）は、
有効期限が「令和元（平成31）年７月
31日」となっています。
　平成30年度の限度額認定証をお持
ちの方で、平成31年度も所得区分が
３割負担の「区分Ⅰ・Ⅱ」に該当され
る方には、８月１日以降に使用可能な
限度額認定証をお届けいたします。
　更新申請書の提出は必要ありません。

※ご確認ください！

新しい被保険者証の有効期限は

令和２年７月31日
になっています。

後期高齢者医療被保険者証
有効期限 令和２年７月31日

印

後 期 高 齢 者 医 療 被 保 険 者 証

有効期限

被保険者番号

発 効 期 日

一部負担金
の割合

保険者番号

並びに保険

者の名称及

び印
徳島県
後期高齢者医療広域連合

住　所

氏　名

資格取得年月日

生年月日

交付年月日

被
　保
　険
　者
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特
定
健
康
診
査
は
、
自
覚
症
状
が
な
く

進
行
す
る
糖
尿
病
・
高
血
圧
等
の
生
活
習

慣
病
を
見
つ
け
る
チ
ャ
ン
ス
で
す
。
健
診

の
結
果
、生
活
習
慣
病
の
リ
ス
ク
が
高
く
、

ま
た
生
活
習
慣
病
の
改
善
が
必
要
な
方
に

は
、
保
健
師
・
管
理
栄
養
士
な
ど
の
専
門

家
か
ら
保
健
指
導
が
受
け
ら
れ
ま
す
。
こ

の
機
会
に
ぜ
ひ
健
診
を
受
け
て
み
ま
せ
ん

か
。特

定
健
康
診
査
の
対
象
者

・
平
成
三
十
一
年
四
月
一
日
現
在
、
上
板

町
国
民
健
康
保
険
に
加
入
し
て
い
る
昭

和
十
九
年
十
月
一
日
～
昭
和
五
十
五
年

三
月
三
十
一
日
生
ま
れ
の
方

【
四
月
二
日
以
降
に
国
保
に
加
入
し
た

方
で
特
定
健
診
の
受
診
を
希
望
さ
れ
る

場
合
は
、
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。】

※
対
象
者
に
は
七
月
上
旬
に
受
診
券
を
送

付
し
ま
す
。

特
定
健
康
診
査
の
受
診
期
間

・
令
和
二
年
一
月
三
十
一
日
ま
で

【
た
だ
し
、
昭
和
十
九
年
十
月
一
日
～

昭
和
二
十
年
三
月
三
十
一
日
生
ま
れ
の

方
は
九
月
三
十
日
ま
で
】

令
和
元
年
度
　特
定
健
康
診
査
が
始
ま
り
ま
す
。

特
定
健
康
診
査
の
受
け
方

　

受
診
回
数
は
一
回
で
す
。
い
ず
れ
か
の

方
法
で
受
診
し
て
く
だ
さ
い
。

■
医
療
機
関
で
受
診

　

特
定
健
康
診
査
受
診
券
に
同
封
の
県
内

実
施
機
関
一
覧
表
に
記
載
さ
れ
て
い
る
医

療
機
関
で
受
診
で
き
ま
す
。

■
上
板
町
農
村
環
境
改
善
セ
ン
タ
ー
で

受
診
（
集
団
検
診
）

・
令
和
元
年
十
月
二
十
四
日
（
木
）

・
令
和
元
年
十
二
月
五
日
（
木
）

・
令
和
二
年
一
月
十
七
日
（
金
）

　

受
付
時
間
は
い
ず
れ
も
午
前
八
時
三
十

分
～
午
前
十
時
【
令
和
二
年
一
月
十
七
日

（
金
）の
み
午
前
九
時
〜
午
前
十
時
】

■
人
間
ド
ッ
ク
で
受
診

　

上
板
町
国
民
健
康
保
険
や
Ｊ
Ａ
等
が
実

施
す
る
「
人
間
ド
ッ
ク
」
を
受
診
す
る
際

に
、
人
間
ド
ッ
ク
と

特
定
健
康
診
査
の
内

容
を
同
時
に
実
施
で

き
ま
す
。

■
お
問
い
合
わ
せ
　上
板
町
役
場
　税
務
課
国
民
健
康
保
険
係
　☎
六
九
四

−

六
八
〇
七

　
上
板
町
国
民
健
康
保
険
加
入
者
の
方
へ

◇
本
人
通
知
制
度
と
は
？

　

本
人
通
知
制
度
と
は
、
事
前
に
登
録
し
た
人

の
住
民
票
の
写
し
や
戸
籍
謄
本
な
ど（
以
下「
住

民
票
の
写
し
な
ど
」）
を
代
理
人
や
第
三
者
に

交
付
し
た
場
合
に
、
交
付
し
た
事
実
に
つ
い
て

登
録
者
本
人
に
通
知
す
る
制
度
で
す
。こ
れ
は
、

住
民
票
の
写
し
な
ど
の
不
正
取
得
に
よ
る
個
人

の
権
利
侵
害
を
防
止
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
、

平
成
三
十
年
一
月
四
日
よ
り
実
施
し
て
い
ま

す
。

　

本
制
度
を
利
用
す
る
た
め
に
は
、
事
前
登
録

が
必
要
で
す
。

◇
事
前
登
録
が
で
き
る
方

　

上
板
町
の
住
民
基
本
台
帳
ま
た
は
戸
籍
の
附

票
に
記
録
さ
れ
て
い
る
方
。（
住
民
基
本
台
帳

ま
た
は
戸
籍
の
附
票
か
ら
除
か
れ
た
方
を
含

む
。）

◇
事
前
登
録
に
必
要
な
も
の

⃝

上
板
町
本
人
通
知
制
度
登
録
申
請
書

　

住
民
人
権
課
窓
口
に
備
え
付
け
て
あ
り
ま

す
。
上
板
町
Ｈ
Ｐ
か
ら
も
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き

ま
す
。

⃝

本
人
確
認
書
類

　

※
一
種
類
の
提
示
で
よ
い
も
の

　
　

官
公
署
発
行
の
顔
写
真
付
き
の
証
明
書

（
運
転
免
許
証
、
パ
ス
ポ
ー
ト
、
マ
イ
ナ

ン
バ
ー
カ
ー
ド
な
ど
。）

　

※
二
種
類
の
提
示
が
必
要
な
も
の

　
　

健
康
保
険
証
、
国
民
年
金
手
帳
、
介
護
保

険
証
な
ど

◇
通
知
の
対
象
と
な
る
住
民
票
の

　
写
し
な
ど
の
種
類

⃝

住
民
票
の
写
し
（
除
票
、
改
製
原
住
民
票
を

含
む
）

⃝

住
民
票
記
載
事
項
証
明
書

⃝

戸
籍
附
票
の
写
し
（
除
籍
を
含
む
）

⃝

戸
籍
謄
本
ま
た
は
戸
籍
抄
本
（
全
部
事
項
証

明
書
ま
た
は
個
人
事
項
証
明
書
）（
除
籍
、

改
製
原
戸
籍
を
含
む
）

⃝

戸
籍
記
載
事
項
証
明
書

◇
交
付
事
実
の
通
知

　

事
前
登
録
さ
れ
た
方
の
住
民
票
の
写
し
な
ど

を
本
人
の
代
理
人
や
第
三
者
に
交
付
し
た
場

合
、
そ
の
交
付
事
実
を
郵
送
で
通
知
し
ま
す
。

⃝

通
知
の
記
載
内
容
：
交
付
日
、
交
付
し
た
書

類
の
種
類
、
交
付
枚
数
、
交
付
請
求
者
の
種
別

等※
第
三
者
と
は
？

　

第
三
者
と
は
、
本
人
か
ら
の
委
任
状
を
も
っ

た
代
理
人
、
弁
護
士
な
ど
職
務
上
請
求
が
認
め

ら
れ
て
い
る
人
、
義
務
履
行
・
権
利
行
使
な
ど

の
理
由
が
あ
り
、
そ
の
身
分
を
証
明
し
て
申
請

を
す
る
人
で
す
。
資
格
の
な
い
人
に
勝
手
に
住

民
票
や
戸
籍
を
交
付
す
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ

ん
。

　
上
板
町
役
場
　
住
民
人
権
課

　
☎
六
九
四

−

六
八
〇
九

お
問
い
合
わ
せ

登
録
し
て
守
る
、
自
分
の
個
人
情
報

ご
存
じ
で
す
か
？
「
本
人
通
知
制
度
」

2019（令和元）年　7　月　1　日　●　10



　

現
在
お
持
ち
の
「
介
護
保
険
負
担
割
合
証
」（
薄
い
青
色
）

は
、
適
用
期
間
が
令
和
元
（
平
成
三
十
一
）
年
七
月
三
十
一

日
ま
で
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

　

要
介
護
・
要
支
援
認
定
を
受
け
ら
れ
て
い
る
方
、
事
業
対

象
者
の
方
に
は
、町
か
ら
新
し
い
「
介
護
保
険
負
担
割
合
証
」

を
交
付
い
た
し
ま
す
。申
請
書
の
提
出
は
必
要
あ
り
ま
せ
ん
。

　
「
介
護
保
険
負
担
割
合
証
」
が
届
い
た
ら
「
介
護
保
険
被

保
険
者
証
」（
黄
色
）
と
一
緒
に
保
管
し
、
介
護
サ
ー
ビ
ス

を
利
用
す
る
時
は
、
必
ず
二
枚
一
緒
に
サ
ー
ビ
ス
事
業
者
や

施
設
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。
古
い
「
介
護
保
険
負
担
割
合

証
」
を
八
月
一
日
以
降
に
も
使
用
し
な
い
よ
う
、
ご
注
意
く

だ
さ
い
。

　

口
座
振
替
の
方
は
、
七
月
三
十
一
日
に
引
き
落
と
し
い
た

し
ま
す
の
で
残
高
の
確
認
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

被
保
険
者
の
方
に
死
亡
や
転
出
な
ど
異
動
が
あ
っ
た
場
合

は
福
祉
保
健
課
で
資
格
喪
失
の
手
続
が
必
要
で
す
。
死
亡
に

よ
る
喪
失
の
場
合
は
、
年
金
の
喪
失
手
続
き
も
忘
れ
ず
行
っ

て
下
さ
い
。
年
金
手
続
に
つ
い
て
は
、
受
給
年
金
の
各
年
金

保
険
者
へ
お
問
い
合
わ
せ
下
さ
い
。

　

保
険
料
変
更
に
伴
う
還
付
の
お
知
ら
せ
通
知
が
届
き
ま
し

た
ら
速
や
か
に
福
祉
保
健
課
で
手
続
き
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

地
域
で
暮
ら
す
高
齢
者
の
み
な
さ
ん
を
介
護
、
福
祉
、
健

康
等
総
合
的
に
支
え
て
い
く
た
め
の
拠
点
と
し
て
上
板
町
地

域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
が
あ
り
ま
す
。
相
談
業
務
の
ほ
か
介

護
予
防
事
業
な
ど
も
行
っ
て
い
ま
す
。
今
す
ぐ
に
介
護
保
険

を
使
う
必
要
が
な
い
場
合
で
も
、
日
常
生
活
に
関
す
る
相
談

な
ど
気
軽
に
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

　
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー�

☎
六
九
四

−

五
五
九
七

　
上
板
町
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー�

☎
六
九
四

−

六
一
五
五

相
談
窓
口

　

在
宅
医
療
・
介
護
連
携
推
進
事
業
と
し
て
、
板
野
郡
医
師

会
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ（http://w
w
w
.itanom

ed.jp/

）に「
板

野
郡
医
療
・
介
護
マ
ッ
プ
」
が
掲
載
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

郡
内
の
医
療
機
関
や
介
護
事
業
所
等
が
地
図
上
に
表
示
さ

れ
見
や
す
く
な
っ
て
い
ま
す
。

　

ぜ
ひ
、
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

■
お
問
い
合
わ
せ

　
上
板
町
役
場
　福
祉
保
健
課�

☎
六
九
四

−

六
八
一
〇

七
月
は
介
護
保
険
料（
第
二
期
分
）の
納
付
月

で
す
。
納
期
限
は
令
和
元
年
七
月
三
十
一
日

で
す
。

納
期
限
内
に
お
納
め
下
さ
い
ま
す
よ
う
お
知

ら
せ
し
ま
す
。

「
介
護
保
険
負
担
割
合
証
」

（
薄
い
青
色
）
を
お
持
ち
の
方
へ

『
板
野
郡
介
護
マ
ッ
プ
』に
つ
い
て

介

護

保

険

か

ら

の

お

知

ら

せ

　

日
本
遺
族
会
は
、「
戦
没
者
遺
児
に
よ
る
慰
霊
友
好
親
善

事
業
」
の
参
加
者
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

　

同
事
業
は
、
厚
生
労
働
省
か
ら
補
助
を
受
け
実
施
し
て
お

り
、
先
の
大
戦
で
父
等
を
亡
く
し
た
戦
没
者
の
遺
児
を
対
象

と
し
て
、
父
等
の
戦
没
し
た
旧
戦
域
を
訪
れ
、
慰
霊
追
悼
を

実
施
す
る
と
と
も
に
、
同
地
域
の
住
民
と
友
好
親
善
を
は
か

る
こ
と
を
目
的
と
し
て
お
り
ま
す
。

　

費
用
は
参
加
費
と
し
て
十
万
円
。

　

三
十
年
度
参
加
者
以
外
は
、複
数
回
の
応
募
が
可
能
で
す
。

　
（
集
合
場
所
ま
で
の
往
復
交
通
費
、
帰
国
時
宿
泊
代
、
渡

航
手
続
手
数
料
等
は
含
ま
れ
て
お
り
ま
せ
ん
。）

　

詳
し
く
は
、
左
記
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

一
般
財
団
法
人
　
徳
島
県
遺
族
会

　
徳
島
市
雑
賀
町
東
開
二
一
番
地
一

　
　
徳
島
県
護
国
神
社
内

　
TEL　
〇
八
八

－

六
三
六

－

三
二
一
二

　
℻
　
〇
八
八

－

六
三
六

－

三
二
一
三

戦
没
者
遺
児
に
よ
る

慰
霊
友
好
親
善
事
業
の

お
知
ら
せ
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福祉保健課より講演会開催のお知らせをいたします。

日　時

令和元年 ７月27日（土）
受付開始　9時30分
講　　演　10時～11時30分

場　所

上板町中央公民館　大会議室（役場 2階）　

対象者

上板町在住の方

講　師

徳島大学病院糖尿病対策センター

センター長　特任教授　船 木 真 理　先生
ふな き ま こと

いつまでも若々しい心と
身体を維持したい！

テーマテーマ

参加費
無　料

● お問い合わせ ●　　上板町役場　福祉保健課　　☎６９４－６８１０　保健師まで

早期のメタボ対策で動脈硬化を防ぎ、
アンチエイジングを！
早期のメタボ対策で動脈硬化を防ぎ、
アンチエイジングを！
早期のメタボ対策で動脈硬化を防ぎ、
アンチエイジングを！

「加齢による身体の機能的なおとろえ（老化）を
　可能な限り小さくすること。」　

アンチエイジングとは

メタボといわれたことがある方
糖尿病が気になる方

動脈硬化といわれたことがある方 ぜひ、ご参加下さい。

メタボといわれたことがある方
糖尿病が気になる方

動脈硬化といわれたことがある方

　
「
介
護
助
手
」
と
は
、
シ
ニ
ア
向
け
の
「
新
し
い

働
き
方
」
で
、
介
護
施
設
・
事
業
所
で
、
清
掃
や
シ
ー

ツ
交
換
、
話
し
相
手
な
ど
の
、
介
護
周
辺
の
業
務
を

担
う
お
仕
事
で
す
。

　

短
時
間
の
勤
務
で
、
無
資
格
、
未
経
験
で
も
参
加

で
き
ま
す
。

　

県
で
は
、
シ
ニ
ア
の
方
を
対
象
に
「
介
護
助
手
」

と
し
て
地
域
社
会
に
貢
献
し
て
い
た
だ
く
モ
デ
ル
事

業
を
九
月
頃
か
ら
三
ヶ
月
間
実
施
し
ま
す
。
七
月
下

旬
よ
り
県
内
二
〇
施
設
で
順
次
事
前
説
明
会
を
開
催

し
ま
す
。
詳
し
い
日
時
や
場
所
、
参
加
方
法
な
ど
は

徳
島
県
社
会
福
祉
協
議
会
の
Ｈ
Ｐ
を
ご
覧
い
た
だ
く

か
、
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

シ
ニ
ア
の
皆
さ
ん
！

「
介
護
助
手
」
と
し
て

活
躍
し
ま
せ
ん
か
？

■
お
問
い
合
わ
せ

　
徳
島
県
社
会
福
祉
協
議
会

　
TEL　
〇
八
八

－

六
五
四

－

四
四
六
一

　
℻
　
〇
八
八

－

六
五
六

－

一
一
七
三

●
興
味
の
あ
る
方
、
ま
ず
は
「
事
前
説
明
会
」

に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

上
板
町
　
当
該
施
設

■
場
所

　
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム　
健
祥
会
ハ
ー
ト

■
住
所

　
板
野
郡
上
板
町
下
六
条
字
中
西
五
〇

−

一

　
☎ 

六
九
四

−

六
六
六
六

■
日
時

　
令
和
元
年
七
月
二
十
四
日　
二
時
〜
四
時

※
事
前
に
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

　
（
当
日
参
加
も
可
）
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令和元年度
保存版

～取り外してご利用ください～

県内広域医療機関
子宮頸がん検診・乳がん検診・胃内視鏡検診のご案内

福祉保健課より

１．子宮頸がん検診・乳がん検診
検 診 名 子宮頸がん検診 乳がん検診

対 象 者 ２０歳以上の女性
（２年に１回の受診間隔）

４０歳以上の女性
（２年に１回の受診間隔）

自 己 負 担 金 １，２００円 １，５００円

検 診 期 間 令和元年７月１日〜令和２年３月３１日（医療機関の診療時間内）

受診方法・注意点

①受診間隔は２年に１回です。
　受診を希望する方は、必ず役場福祉保健課までご連絡ください。
　（直接、医療機関を受診しても問診票がないと検診はできません。）

②該当する方に問診票を送ります。
　その問診票を記入し、医療機関を予約してから受診してください。

結 果 通 知 後日、受診した医療機関から本人様宛に結果が届きます。

医 療 機 関 裏面、委託医療機関一覧をご覧ください。

２．胃内視鏡検診
検 診 名 胃内視鏡検診
対 象 者 ５０歳以上の方（２年に１回の受診間隔）

自 己 負 担 金 ４，１００円（医療機関でお支払いください。）

検 診 期 間 令和元年７月１日〜令和２年２月２９日（医療機関の診療時間内）

受診方法・注意点

①受診間隔は２年に１回です。
　受診を希望する方は、必ず役場福祉保健課までご連絡ください。
　（直接、医療機関を受診しても問診票がないと検診はできません。）

②今回の検診は、胃内視鏡検診です。
　同一年度に胃エックス線検査（バリウム）と併用はできません。

③該当する方には、問診票・同意書・検診結果通知書をお渡しいたします。
　その問診票を記入し、同意書と検診結果通知書を持参して医療機関を受
診してください。また、健康保険証も持参してください。

結 果 通 知 後日、受診した医療機関より本人様宛に結果が届きます。

医 療 機 関 裏面、委託医療機関一覧をご覧ください。

● お申し込み・お問い合わせ ●　　上板町役場　福祉保健課・保健師　☎６９４−６８１０
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令和元年度　子宮頸がん検診　委託医療機関一覧
市町村 医療機関名 所在地 電話番号
上 板 町 東）野田医院 板野郡上板町鍛冶屋原字妙楽寺15－1 088－694－2008

徳 島 市

伊月健診クリニック 徳島市東船場町1－8 088－653－2315
沖の州病院 徳島市城東町1丁目8番8号 088－622－7111
梶産婦人科 徳島市寺島本町東2丁目22番地2 088ー622－1680
惠愛レディースクリニック 徳島市佐古三番町4－6 088－653－1201
国府藤田産婦人科 徳島市国府町中171番地の4 088－642－1026
しんくら女性クリニック 徳島市新蔵町3丁目59番地 088－602ー2088
祖川産婦人科クリニック 徳島市北田宮3丁目5－65 088－633－1133
田中産婦人科 徳島市栄町4－18 088－622－9688
徳島検診クリニック 徳島市南田宮4丁目8番56号 088－632－9111
徳島平成病院 徳島市伊賀町3丁目19番地の2 088－623－8624
冨岡医院 徳島市国府町日開973の1 088－642－8111
春名産婦人科医院 徳島市南二軒屋町1－2－55 088－652－2538
平尾レディースクリニック 徳島市西須賀町下中須85－7 088－669－6366
美馬とし子レディースクリニック 徳島市栄町2丁目15 088－653－1912
メイプルクリニック高橋産婦人科 徳島市福島2丁目2－8 088－652－7077
吉田医院 徳島市新内町1－18 088－625－3065

（公財）とくしま未来健康づくり機構
（徳島県総合健診センター）
＊人間ドック受診に限り可

徳島市蔵本町1丁目10番地3 088－633－2266

鳴 門 市
徳島県鳴門病院 鳴門市撫養町黒崎字小谷32番 088－683－0011
だいとうレディースクリニック 鳴門市撫養町大桑島字北浜71 088－683－1588
レディースクリニック兼松産婦人科 鳴門市撫養町南浜字東浜601番地 088－685－1103

松 茂 町 浦田病院 板野郡松茂町広島字南ハリ13 088－699－2921
北 島 町 ルナウィメンズクリニック 板野郡北島町中村字城屋敷19－13 088－697－2322

藍 住 町
中山産婦人科 板野郡藍住町東中富字長江傍示5－6 088－692－0333
秦産婦人科内科 板野郡藍住町徳命字元村140－2 088－692－5758

石 井 町
遠藤産婦人科 名西郡石井町石井字石井513－1 088－674－6818
手束病院 名西郡石井町石井字石井434－1 088－674－0024
なかたに産婦人科 名西郡石井町石井字石井554－7 088－674－1295

小松島市 住吉レディースクリニック 小松島市南小松島町8－3 0885－32－0836

阿 南 市
阿南共栄病院 阿南市羽ノ浦町中庄蔵ノホケ36番地 0884－44－3131
木下産婦人科内科医院 阿南市学原町上水田11－7 0884－23－3600
森本内科胃腸科 阿南市富岡町あ石16番地1 0884－23－1002

吉野川市
吉野川医療センター 吉野川市鴨島町知恵島字西知恵島120 0883－26－2222
筒井クリニック 吉野川市鴨島町鴨島283 0883－24－3300

阿 波 市 徳島県農村健康管理センター 阿波市阿波町平川原北59-1 0883－36－6611
つるぎ町 つるぎ町立半田病院 美馬郡つるぎ町半田字中薮234－1 0883－64－3145

美 馬 市
西条産婦人科 美馬市脇町字西赤谷204番地 0883－52－2002
ホウエツ病院 美馬市脇町大字猪尻字八幡神社下南130番地3 0883－52－1095

三 好 市
田岡医院 三好市池田町シマ934－6 0883－72－5551
徳島県立三好病院 三好市池田町シマ815－2 0883－72－1131

東みよし町 三加茂田中病院 三好郡東みよし町加茂1883－4 0883－82－3700
牟 岐 町 徳島県立海部病院 海部郡牟岐町大字中村字杉谷266 0884－72－1166
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令和元年度　乳がん検診　委託医療機関一覧

市町村 医療機関名 所在地 電話番号

徳 島 市

徳島検診クリニック 徳島市南田宮4丁目8番地56号 088－632－9111
徳島平成病院 徳島市伊賀町3丁目19−2 088－623－8624
伊月健診クリニック 徳島市東船場1丁目8番地 088－653－2315

（公財）とくしま未来健康づくり機構
（徳島県総合健診センター） 徳島市蔵本町1丁目10番地3 088－633－2266

徳島市民病院 徳島市北常三島町2丁目34番地 088－622－5121
木下病院 徳島市南末広町4−70 088－622－7700
沖の洲病院 徳島市城東町1丁目8番8号 088－622－7111
徳島クリニック 徳島市昭和町1丁目16番地 088－622－7712
徳島健生病院 徳島市下助任町4丁目9番地 088－622－7771
たまき青空病院 徳島市国府町早渕字北カシヤ56番地1 088－642－5050
寺沢病院 徳島市津田西町1丁目2番30号 088－662－5311
田岡病院 徳島市万代町4丁目2番地2 088－622－7788
むくの木クリニック 徳島市国府町東高輪353－1 088－624－7575
水の都記念病院 徳島市北島田1丁目45番地の2 088－632－9299

鳴 門 市
徳島県鳴門病院 鳴門市撫養町黒崎字小谷32番 088－683－0011
兼松病院 鳴門市撫養町斎田字大堤54番地 088－685－4537
だいとうレディースクリニック 鳴門市撫養町大桑島字北浜 71 088－683－1588

石 井 町 手束病院 名西郡石井町石井字石井434−1 088－674－0024
吉野川市 吉野川医療センター 吉野川市鴨島町知恵島字西知恵島120 0883－26－2222
松 茂 町 井上医院 板野郡松茂町広島字南ノ川49番地12 088－699－8070

阿 波 市
阿波病院 阿波市市場町市場字岸ノ下190番地1 0883－36－5151
徳島県農村健康管理センター 阿波市阿波町平川原北59−1 0883－36－6611

美 馬 市
ホウエツ病院 美馬市脇町大字猪尻字八幡神社下南130−3 0883－52－1095
成田病院 美馬市脇町字拝原2576番地 0883－52－1258

阿 南 市
阿南共栄病院 阿南市羽ノ浦町大字中庄蔵ノホケ36番地 0884－44－3131
岩城クリニック 阿南市学原町上水田11番地1 0884－23－5600

勝 浦 町 国民健康保険勝浦病院 勝浦郡勝浦町大字棚野字竹田13−2 0885－42－2555
東みよし町 三加茂田中病院 三好郡東みよし町加茂1883−4 0883－82－3700
三 好 市 三野田中病院 三好市三野町芝生1242番地6 0883－77－2300

（1）個別検診

（2）東徳島医療センター（板野町）

（3）集団検診日程（場所：上板町農村環境改善センター）

　８月２日（金）～１２月２７日（金）まで乳がん検診を実施します。（10 月を除く。）
　・検診日は金曜日の午後です。（１日 10 名まで）
　・検診は予約制です。（月）～（金）の午後１時～３時まで電話予約を受け付けています。
　・予約先 ：東徳島医療センター　☎０８８－６７２－１１７１

月　日 時　間 定　員 予　約　受　付
　8月31日（土） 9時00分～11時30分 30名 　7月16日（火）～募集開始
11月26日（火） 13時30分～16時30分 30名

10月15日（火）～募集開始
12月　5日（木） 13時30分～16時30分 30名

● 集団検診予約先 ●

上板町役場　福祉保健課　
☎ 6 9 4 － 6 8 1 0 
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令和元年度　胃内視鏡検診　委託医療機関一覧
市町村 医療機関名 所在地 電話番号

徳 島 市

こかわ医院 徳島市寺島本町西1丁目15 088－622－2125
日比野病院 徳島市寺島本町東2−14 088－654－5505
伊月病院 徳島市徳島町2丁目54番地 088－622－1117
沖の洲病院 徳島市城東町1丁目8番8号 088－622－7111
徳島クリニック 徳島市昭和町1−16 088－653－6487
伊月健診クリニック 徳島市東船場町1−8 088－653－2315
関内科・消化器科 徳島市仲之町4−5 088－652－8739
鶴岡内科胃腸内科 徳島市北田宮三丁目1−7−2 088－602－7123
徳島検診クリニック 徳島市南田宮4丁目8番56号 088－632－9111
片岡内科消化器クリニック 徳島市佐古五番町11−17 088－611－1251

（公財）とくしま未来健康づくり機構
（徳島県総合健診センター） 徳島市蔵本町1丁目10番地3 088－633－2266

おかむら内科クリニック 徳島市庄町一丁目27 088－678－7505
水の都記念病院 徳島市北島田町1丁目45番地2 088－632－9299
虹の橋病院 徳島市中島田町3丁目60−1 088－633－0800
たまき青空病院 徳島市国府町早淵字北カシヤ56番地1 088－642－5050
新居内科 徳島市国府町南岩延810−1 088－642－1212
中井医院 徳島市南二軒屋町1丁目2−8 088－652－6655
徳島内科消化器科クリニック 徳島市西須賀町東開 34 088－669－6888
美馬内科クリニック 徳島市大原町千代ヶ丸127−1 088－677－5171
中瀬病院 徳島市応神町古川字戎子野97−1 088－665－0819
大塚外科内科 徳島市川内町平石住吉317−4 088－665－7722
ほとり内科 徳島市川内町大松802−3 088－666－3830
高岡消化器内科 徳島市福島2丁目5−2 088－652－9528
松永病院 徳島市南庄町4丁目63−1 088－632－3328
松村内科・胃腸科 徳島市北佐古二番町5−19 088－631－3311
いもと内科クリニック 徳島市八万町犬山232番地1 088－678－2338

鳴 門 市 兼松病院 鳴門市撫養町斎田字大堤54番地 088－685－4537
沢内科胃腸科 鳴門市瀬戸町明神字鳴谷121 088－688－0611

松 茂 町 春藤内科胃腸科 板野郡松茂町広島字南ノ川32−1 088－699－3777
北 島 町 越智内科胃腸科 板野郡北島町鯛浜字原51−1 088－698－3111
藍 住 町 近藤外科内科 板野郡藍住町徳命字前須東13−1 088－693－1188
上 板 町 井関クリニック 板野郡上板町椎本字椎ノ宮314−1 088－637－6066

石 井 町
石井虹の橋クリニック 名西郡石井町石井字石井231−1 088－674－2311
川原内科外科 名西郡石井町高川原字天神712−1 088－675－0015
田中医院 名西郡石井町浦庄字下浦689−1 088－674－6181

吉野川市 木村内科胃腸科 吉野川市鴨島町西麻植字絵馬堂61 0883－24－6413
阿 波 市 徳島県農村健康管理センター 阿波市阿波町平川原北59−1 0883－36－6611

小松島市

藤野医院 小松島市坂野町字平田18−2 0885－38－1636
小松島金磯病院 小松島市金磯町10−19 0885－33－1211
江藤病院 小松島市大林町字北浦21−1 0885－37－1559
マスカット内科循環器科クリニック 小松島市横須町11−53 0885－33－1100

阿 南 市 和田胃腸科内科医院 阿南市西路見町元村7−7 0884－23－1241
阿南共栄病院 阿南市羽ノ浦町中庄蔵ノホケ36番地 0884－44－3131

那 賀 町 那賀町立上那賀病院 那賀郡那賀町小浜137番地1 0884－66－0211
つるぎ町 つるぎ町立半田病院 美馬郡つるぎ町半田字中薮234−1 0883－64－3145
三 好 市 三好市国民健康保険市立三野病院 三好市三野町芝生1270−30 0883－77－2323
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Ⅰ　健康相談・健康教育
月／日 時　　　間 場　　　所 内　　　　容 担　　　当
7／2 10：00 〜 11：30 農村環境改善センター 個別健康相談 保健師
8／6 10：00 〜 11：30 農村環境改善センター 個別健康相談・健康教育 保健師・理学療法士

Ⅲ　乳幼児健康診査

月／日 受 付 時 間 場　　　所 内　　　　容 該　当　者

7／4 13：00 〜 13：30 農村環境改善センター 問診、身体測定、歯科診察、フッ素塗布、
歯科・育児・栄養相談

平成28年11月１日～
平成29年２月28日生

１．２歳児歯科健康診査・フッ素塗布

月／日 受 付 時 間 場　　　所 内　　　　容 該　当　者

7／24 8：45 ～ 9：00 農村環境改善センター 股関節脱臼検診・ブックスタート 平成31年２月11日～
令和元年５月24日生

２．股関節脱臼検診・ブックスタート

7月　保健行事予定表

７
月

1 ㈪ 竹 本 内 科 672 − 0174
2 ㈫ 井 上 病 院 672 − 1185
3 ㈬ 三 愛 内 科 672 − 0176
4 ㈭ 福 島 内 科 672 − 4970
5 ㈮ 新 野 医 院 672 − 0571
6 ㈯ 中 山 産 婦 人 科 692 − 0333
7 ㈰ こ ま つ ば ら 整 形 外 科 698 − 5108
8 ㈪ 近 藤 内 科 医 院 672 − 5630
9 ㈫ ファミリークリニックしんの 672 − 5148
10 ㈬ み や ざ き 内 科 診 療 所 672 − 6618
11 ㈭ 井 内 内 科 694 − 5353
12 ㈮ 野　 田　（ 泰 ）　 医　 院 694 − 2009
13 ㈯ 内科クリニック・オクムラ 692 − 4771
14 ㈰ くぼ小児科クリニック 678 − 7141
15 ㈪ 香 川 内 科 692 − 9770
16 ㈫ 野　 田　（ 五 ）　 医　 院 694 − 2008
17 ㈬ 友 成 医 院 694 − 5515
18 ㈭ 井 関 ク リ ニ ッ ク 637 − 6066
19 ㈮ 上板整形外科クリニック 637 − 6600
20 ㈯ き は ら 耳 鼻 咽 喉 科 医 院 693 − 0087
21 ㈰ 森 本 医 院 641 − 4141

■ 担当時間 ■　平日 18：00 〜 22：00　　休日 9：00 〜 22：00
７
月
22 ㈪ 川 原 眼 科 694 − 8388
23 ㈫ 浦 田 病 院 699 − 2921
24 ㈬ 芳 川 病 院 699 − 5355
25 ㈭ 井 上 医 院 699 − 8070
26 ㈮ 春 藤 内 科 胃 腸 科 699 − 3777
27 ㈯ 近 藤 外 科 内 科 693 − 1188
28 ㈰ 中 川 整 形 外 科 641 − 2288
29 ㈪ 谷口耳鼻咽喉科クリニック 699 − 2787
30 ㈫ か ま だ 眼 科 678 − 8585
31 ㈬ 高 田 整 形 外 科 病 院 698 − 8689

８
月

1 ㈭ 三 木 ク リ ニ ッ ク 698 − 5157
2 ㈮ 有 住 内 科 ク リ ニ ッ ク 698 − 8655
3 ㈯ こやま小児科内科クリニック 637 − 3211
4 ㈰ 稲 次 病 院 692 − 5757
5 ㈪ 堀 口 整 形 外 科 698 − 5111
6 ㈫ 藤 本 ク リ ニ ッ ク 698 − 0303
7 ㈬ 越 智 内 科 胃 腸 科 698 − 3111
8 ㈭ 平 野 内 科 698 − 8060
9 ㈮ 山 田 外 科 内 科 698 − 5500
10 ㈯ 大 久 保 内 科 692 − 1220

担当時間以外
の深夜の救急

きたじま田岡病院　　698 − 1234　　全日対応ですが、要確認
稲 　 次 　 病 　 院　　692 − 5757　　水曜日、土曜日は受診前に要確認
東徳島医療センター　　672 − 1171　　対応日は確認してください

※休日・夜間緊急病院は、変更している場合がありますので、必ず電話してから受診してください。

令和元年７・８月分
〈7/1～8/10まで〉

市外局番は（０８８）です。在 宅 当 番 医在 宅 当 番 医

Ⅱ　頸部超音波検査
月／日 時　　　間 受 付 場 所 内　　　　容 該　当　者

7／9 13：30 〜 16：30 農村環境改善センター 頸部超音波検査（エコー検査）
金額：3,240 円

20 歳以上の住民の方
募集人数　36名
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保健師からのお知らせです保健師からのお知らせです

実施日 検診項目 対象者 検診内容 自己負担金

令和元年
８月31日（土）

乳がん検診 40歳以上の女性
（２年に１回） マンモグラフィー撮影 1,500 円

骨粗しょう症検診 40歳以上の女性 前腕部のＸ線検査により骨
密度を計測します。 　500 円

１．「乳がん集団検診」・「骨粗しょう症検診」受診者募集について

■受付時間　９時00分〜 11時30分（時間予約制）
■受付場所　上板町農村環境改善センター　１階　農事研修室
■申し込み　７月16日（火）から先着順に受付し、募集人数（30人）に達し次第締め切ります。
■申し込み先　上板町役場　福祉保健課・保健師まで（☎694−6810）にて申し込みください。
　　　　　　　＊申し込まれた方には問診票を送付します。

　肺炎球菌予防接種は、肺炎球菌に起因する肺炎の発症及び重症化を予防するためのものです。
　接種を希望する方はかかりつけ医療機関へ申し込んでください。（※要予約）
⑴　定期接種対象者

上板町に住民票があり接種を希望する方で、
下記①～②に該当する方のうち、今までに肺炎球菌ワクチン接種を受けたことのない方。

　①　令和元年度に下記年齢になる方

　　②　60歳以上65歳未満の方で、心臓、腎臓もしくは呼吸器の機能またはヒト免疫不全ウイルスによる免疫の機
能に障害を有する方

年齢 生年月日 年齢 生年月日

65歳 昭和29年４月２日生～昭和30年４月１日生 85歳 昭和９年４月２日生～昭和10年４月１日生

70歳 昭和24年４月２日生～昭和25年４月１日生 90歳 昭和４年４月２日生～昭和５年４月１日生

75歳 昭和19年４月２日生～昭和20年４月１日生 95歳 大正13年４月２日生～大正14年４月１日生

80歳 昭和14年４月２日生～昭和15年４月１日生 100歳以上 　大正９年４月１日以前にお生まれの方

⑵　自己負担額　　4,000円（接種費用から公費負担を除いた金額です。）
　　※ただし、生活保護世帯の方は町が発行する「高齢者の肺炎球菌予防接種費用免除券」を発行しますので、下記

お問い合わせ先までお申し出ください。

⑶　接種可能期間　　平成31年４月１日から令和２年３月31日まで

⑷　そ　の　他　　今年度助成の対象となる方へは４月に個別通知を送付いたしております。
　　　　　　　　　通知を紛失した場合、下記までお問い合わせください。

※　町からの費用助成の対象となるのは、この期間中の1人1回のみです。
　　この期間に接種できなかった場合、その後の接種は任意接種（全額自己負担）となりますので、ご注
意ください。

２．高齢者の肺炎球菌予防接種について

● お問い合わせ ●　　上板町役場　福祉保健課・保健師　☎６９４−６８１０
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３．熱中症予防について

４．夏に注意してほしい感染症予防について

意識の確認

水分を自力で
摂取できるか

救急隊を要請

①　涼しい場所への避難①　涼しい場所への避難

②　脱　衣　と　冷　却

⑤　医 療 機 関 へ 搬 送

②　脱　衣　と　冷　却

④　症状が改善しない場合

③　水分・塩分の補給

意識はある

水分摂取
できる　

意識がない

呼びかけに対し
返事がおかしい

水分を自力で
摂取できない

回復しない
場合は
医療機関へ

3　熱中症になったときには

2　熱中症の予防法

●めまい　●立ちくらみ
●筋肉痛　●汗がとまらない

１．軽い症状

●日傘・帽子の使用
●涼しい服装を心がける
●水分をこまめにとる
●こまめに休憩をとる
●日陰を利用

●頭痛　　●吐き気
●体がだるい（倦怠感）　●虚脱感

２．中等度の症状

●意識がない　　●けいれん
●高い体温である
●呼びかけに対し返事がおかしい
●まっすぐに歩けない、走れない

３．重症

熱中症の予防には、水分補給と暑さを避けることが大切です。

１）蚊を媒介とした感染症
　蚊を媒介とした感染症には、ジカ
ウイルス感染症（ジカ熱）やデング
熱などがあります。原因となるウイ
ルスは、それらに感染した人の血を
吸った蚊（日本ではヒトスジシマカ）
の体内で増え、その蚊がまた他の人
の血を吸うことで感染を広げていき
ます。

●蚊を媒介とした感染症を防ぐために
①小さな水たまりでも蚊の幼虫（ボウフラ）の発生源となります。
下水溝や雨水受け、バケツ、空き缶、古タイヤなど、身近な水
たまりをなくしましょう。
②蚊取り線香や殺虫剤などを利用したり、網戸などをつけたりし
て屋内への蚊の侵入を防ぎましょう。
③蚊がいそうな場所では、長そで、長ズボンなど、肌の露出が少
ない服装にしましょう。虫よけスプレーなど、虫よけ効果のあ
る薬剤の使用も効果的です。
④ジカウイルス感染症は軽い病気ですが、赤ちゃんに影響が及ぶ
リスクなどを避けるために、妊婦や妊娠の予定がある女性、そ
のパートナー等は、流行地への旅行は控えた方がいいでしょう。

２）マダニによる感染症
　草むらや山などに入る場合はマダニによ
る感染症に注意が必要です。

●マダニによる感染症を防ぐために
　草むらや山などのダニが生息する場所に
行く場合には、長そで・長ズボン・長靴、
手袋、首にタオルを巻くなど、肌の露出を
できるだけ少なくすることが大切です。虫
よけスプレーなど、虫よけ効果のある薬剤
の使用も一定の効果が得られます。ペット
などの身近な動物にも気を付けましょう。
屋外活動後は入浴し、マダニが付着してい
ないか注意深
く 全 身 を
チェックし、
発熱等の症状
がある場合は
必ず医療機関
を 受 診 し ま
しょう。

【ヒトスジシマカ】

【タカサゴキララマダニ】

背中に 1本の白い線とW字状の
模様がある 4.5ｍｍほどの蚊です。

1　こんな症状があったら
　　熱中症を疑いましょう。

● お問い合わせ ●　　上板町役場　福祉保健課・保健師　☎６９４−６８１０
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■ 徳島県立農林水産総合技術支援センター病害虫防除所
　 ☎ 0 8 8 － 6 7 4 － 1 9 5 4　　〒779－3233　名西郡石井町石井字石井1660
■ 鳴門藍住農業支援センター
　 ☎ 0 8 8 － 6 9 2 － 2 5 1 5　　〒771－1220　板野郡藍住町東中富字朏傍示29

成虫 幼虫

被害を受け枯れた樹（モモ）

●成虫は28～37mmの大きさで、光沢のある黒色。

●赤色の背中が特徴で、側面に突起があります。

●成虫は６月中旬から８月上旬に現れ、幹や樹皮
の割れ目に産卵し、８～９日後に孵化します。

●幼虫が寄生した樹からは大量のフラス（木屑と
糞の混じったもの）が排出されます。

の
情報提供にご協力をお願いします。
クビアカツヤカミキリ

特徴特徴

幼虫が排出したフラス

※クビアカツヤカミキリは
平成30年１月15日に特
定外来種に指定され、生
きたまま保管、運搬が禁
止されています。
　捕まえた場合はその場で
殺処分するか下記の問い
合わせ先までご連絡くだ
さい。

お問い合わせ

クビアカツヤカミキリの
情報提供にご協力をお願いします。

①農薬使用の回数と量を
　減らしましょう
●病害虫等の早期発見に努めましょう
　日頃から観察・見回りを行い、
早期発見に努めましょう。
●農薬のスケジュール散布はやめましょう
　病害虫等が発生していないのに定期的な散布は
やめましょう。
●農薬に頼らない病害虫の防除法を検討しましょう
　防虫ネットの利用や病害虫が発生しにくい品種
を選定するなど、農薬に頼らない防除を優先しま
しょう。
●連作を避け、適切な土作りや施肥を行いましょう
　同じ場所に同じ作物を栽培すると病害虫が発生
しやすくなるので避けましょう。
　また、窒素が過剰になると病害虫が発生しやす
くなるので注意しましょう。

住宅地等での農薬散布に注意! !住宅地等での農薬散布に注意! !
②農薬を使用する場合に守ること
●飛散しにくい農薬を選びましょう
　粒剤や塗布剤等の飛散しにくい農薬を
使用しましょう。
●周囲に最大限配慮した散布をしましょう
　風向き・風の強さを考え、天候や時間を選び散布しましょう。
　また、学校・通学路がある場合は子どもに危害を与えな
いよう十分注意しましょう。
●農薬はラベルに記載された内容に従って使用しましょう
　ラベルに記載された登録内容と使用上の注意事項を守っ
て使用しましょう。
●事前に十分な周知を行いましょう
　農薬を使用する場合は、事前に周囲の住民等へ十分な周
知を行いましょう。
●散布区域に人が入らないよう対策を行いましょう
　看板による表示などを行い、散布区域に気づかず人が立
ち入らないようにしましょう。

住宅地等での農薬散布に注意! !

2019（令和元）年　7　月　1　日　●　20



　
次
の
よ
う
に
し
て
い
た
だ
き
ま
す

と
、
水
漏
れ
が
わ
か
り
ま
す
。

①
家
中
の
蛇
口
を
全
て
閉
め
ま
し
ょ

う
。

②
メ
ー
タ
ー
ボ
ッ
ク
ス
の
フ
タ
を
開

け
て
メ
ー
タ
ー
を
見
ま
す
。

　
銀
色
か
赤
色
の
星
の
よ
う
な
形
の

も
の
（
パ
イ
ロ
ッ
ト
）
を
、
確
認

し
ま
し
ょ
う
。

③
パ
イ
ロ
ッ
ト
が
回
っ
て
い
た
ら
、

宅
内
の
ど
こ
か
で
漏
水
し
て
い
る

可
能
性
が
あ
り
ま
す
。

パイロット

　
漏
水
が
見
つ
か
っ
た
と
き
は
、
個

人
負
担
で
修
理
し
て
く
だ
さ
い
。

宅
内
漏
水
の
見
つ
け
方

宅
内
漏
水
に

ご
注
意
く
だ
さ
い
！

漏
水
修
理
に

　関
し
て
の

　
　お
知
ら
せ

　
メ
ー
タ
ー
よ
り
宅
内
側
を

修
理
す
る
場
合
、
特
別
な
資

格
を
必
要
と
は
し
ま
せ
ん
。

以
下
の
例
を
参
考
に
個
人
負

担
・
個
人
責
任
で
修
理
を

行
っ
て
く
だ
さ
い
。

　①
個
人
で
修
理
材
料
を
購
入

し
漏
水
箇
所
を
修
理
す

る
。

　②
知
り
合
い
の
技
術
の
あ
る

人
に
お
願
い
し
て
直
し
て

も
ら
う
。

　③
水
道
業
者
に
連
絡
し
て
修

理
し
て
も
ら
う
。

　（
水
道
業
者
に
心
当
た
り

が
な
い
場
合
は
、
上
板
町

役
場
ホ
ー
ム
ペ―

ジ
に

「
上
板
町
指
定
給
水
装
置

工
事
業
者
」
が
記
載
さ
れ

て
お
り
ま
す
の
で
参
考
に

し
て
く
だ
さ
い
。）

　毎
年
、
台
風
等
で
立
木
が
道
路

上
へ
倒
れ
た
り
、
道
路
に
は
み
出

し
た
枝
で
通
行
車
両
が
損
傷
す
る

等
の
事
故
が
発
生
し
て
い
ま
す
。

　こ
う
し
た
事
故
の
場
合
、
一
般

的
に
は
立
木
の
所
有
者
の
管
理
責

任
が
問
わ
れ
、
損
害
賠
償
等
の
責

任
を
負
う
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　倒
れ
そ
う
な
立
木
や
道
路
上
に

は
み
出
し
た
枝
は
早
め
に
伐
採

し
、
事
故
の
未
然
防
止
に
努
め
て

く
だ
さ
い
。

■
お
問
い
合
わ
せ

　上
板
町
役
場

　水
道
課

　☎
六
九
四

－

六
八
一
七

水
道
課
か
ら
の
お
知
ら
せ

水
道
課
か
ら
の
お
知
ら
せ

中小企業の福利厚生を応援します！
徳島勤労者福祉サービスセンター（愛称「あわ～ず徳島」）は、中小企
業と大企業間の労働者福祉格差を縮小し、中小企業勤労者が生涯にわ
たって豊かで充実した生活がおくれるよう、中小企業が単独では実施し
がたい従業員に対する福利厚生事業を、経営者と共同で実施しています。

選べる！

スタンダード
メディカル
フレンドリー
アシスト 健康増進応援

慶弔共済

くらしサポート&スキルアップ1 0 0 0 円

7 0 0 円

7 0 0 円

4 0 0 円

４　つの会員制度と　３　つのサービス

お問い合わせ TEL.088-611-3322
FAX.088-611-3323あわ～ず徳島 検索

公益財団法人徳島県勤労者福祉ネットワーク

民
地
か
ら
道
路

へ
突
き
出
し
た

立
木
な
ど
の

管
理
に
つ
い
て

【
お
願
い
】
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補助対象経費は処理機等本体の購入価格です。
運搬費や設置費等は補助対象外です。

手続き方法などお問い合わせ ▼　上板町役場　環境保全課　☎694－6813

補助金額

生ごみ処理容器を利用すれば①家庭菜園の栄養となる堆肥が出来ます。②指定ごみ袋の
使用枚数が減ります。③ごみステーションまで持っていくことが楽になります。素敵な
エコ生活に挑戦してみませんか。

※電話予約制度を導入しました。お電話一本で予約受付致します。
※補助金の交付は１世帯につき１回限りで、生ごみ処理容器又は電気式生ごみ処理機の
　どちらか１台となります。
※先着順に受け付け、補助台数に達し次第、締め切りとなりますので補助金希望の方は
　事前に環境保全課へお問い合わせください。

①生ごみ処理容器（例：コンポスト・EM菌等使用容器）
　購入価格の２分の１以内の額で、３,０００円を限度。

②電気式生ごみ処理機（例：乾燥式・バイオ式）
　購入価格の２分の１以内の額で、２５,０００円を限度。

　

年
間
を
通
じ
て
、
梅
雨
時
期
か
ら
梅
雨
が
明
け
た
夏
場

は
、
可
燃
ご
み
量
が
増
加
す
る
時
期
で
、
そ
の
ご
み
に
水

分
が
多
く
含
ま
れ
る
時
期
で
も
あ
り
ま
す
。

　

町
内
の
各
ご
家
庭
か
ら
排
出
さ
れ
ま
し
た
平
成
三
十
年

月
別
の
家
庭
系
可
燃
ご
み
量
で
は
、六
月
が
一
七
九
ト
ン
、

七
月
が
一
九
四
ト
ン
と
約
一
五
ト
ン
増
加
し
て
い
ま
す
。

な
お
、
一
番
排
出
量
の
少
な
い
二
月
は
一
四
二
ト
ン
で
し

た
。

1 
夏
場
の
ご
み
は
、
十
分
に
水
切
り
を
！

　

夏
場
に
可
燃
ご
み
の
量
が
増
え
る
要
因
と
し
て
は
、
生

ご
み
等
の
「
水
分
過
多
」
が
考
え
ら
れ
ま
す
。
生
ご
み

の
約
八
〇
％
が
水
分
と
い
わ
れ
て
お
り
、
ご
み
と
し
て
出

さ
れ
る
前
に
水
分
を
水
切
り
ネ
ッ
ト
な
ど
で
一
絞
り
す
る

だ
け
で
、
大
き
な
ご
み
（
重
量
）
の
削
減
効
果
が
あ
る
と

考
え
ら
れ
ま
す
。
夏
場
の
ご
み
出
し
は
、
ご
家
庭
で
十
分

「
水
切
り
」
を
行
っ
て
下
さ
い
。

　
　
※
生
ご
み
「
水
切
り
」
の
ポ
イ
ン
ト
！

　
①
濡
ら
さ
な
い
！

　
　

水
分
を
吸
わ
せ
な
い
よ
う

に
し
ま
し
ょ
う
。

　
②
乾
か
す
！

　
　

野
菜
の
皮
な
ど
は
、
乾
か

し
ま
し
ょ
う
。

　
③
絞
る
！

　
　

水
分
を
ギ
ュ
ッ
と
絞
り
ま

し
ょ
う
。

　　

水
切
り
が
で
き
て
い
な
い
生
ご
み
は
、
夏
場
は
特
に
悪

臭
が
発
生
し
、
ご
み
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
付
近
の
方
の
迷
惑
に

も
な
り
ま
す
。

2 
必
要
な
分
だ
け
買
う

　

つ
い
つ
い
買
い
す
ぎ
て
い
ま
せ

ん
か
？
夏
は
賞
味
期
限
が
早
く
切

れ
、
食
品
廃
棄
が
多
く
な
り
ま
す
。

食
べ
切
れ
る
分
だ
け
買
い
ま
し
ょ

う
。

3 
残
さ
ず
食
べ
る

　
「
も
っ
た
い
な
い
」
の
精
神
で
必
要
な
分
だ
け
買
う
。

食
材
は
最
後
ま
で
使
い
切
り
、
残
さ
ず
食
べ
ま
し
ょ
う
。

平成30年月別家庭系可燃ごみ量（㌧）

１月 ２月 ３月 ４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 10月11月 12月

176

142

194

177 177
173

182
179

162

140

150

160

170

180

190

200

188 187 188

夏
場
は
、可
燃
ご
み
が
増
え
る
季
節

ど
う
し
た
ら
減
る
の
？

生
ご
み
処
理
容
器
等
で

ご
み
の
減
量
化
に
取
り
組
み
ま
せ
ん
か

ち
ょ
っ
と
ひ
と
工
夫
で
、

夏
場
の
ご
み
を
減
量
！

ち
ょ
っ
と
ひ
と
工
夫
で
、

夏
場
の
ご
み
を
減
量
！

ち
ょ
っ
と
ひ
と
工
夫
で
、

夏
場
の
ご
み
を
減
量
！

　

生
ご
み
の
減
量
化
及
び
資
源
化
を
推
進
す
る
た
め
、
家
庭
用
生
ご
み

処
理
容
器
等
の
購
入
に
補
助
金
制
度
を
設
け
て
お
り
ま
す
の
で
ご
活
用

く
だ
さ
い
。
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午前８時～正午

引取り場所 上板町リサイクルセンター（役場西隣）

次回の大型ごみ引取り日時次回の大型ごみ引取り日時

※引取りには、大型ごみ一品につき「大型ごみシール」が一枚必要です。

8月18日（日）

人　槽 新設
（補助限度額）

転換
（補助限度額）

５人槽 169,000 円 332,000 円
７人槽 207,000 円 414,000 円
10人槽 276,000 円 548,000 円

●合併処理浄化槽設置補助 　
家
屋
を
新
築
し
、
新
た
に
合
併
処
理
浄
化
槽
を

設
置
す
る
方
（
新
設
）、
及
び
単
独
処
理
浄
化
槽

や
汲
取
り
槽
か
ら
合
併
処
理
浄
化
槽
へ
切
り
替
え

ら
れ
る
方
（
転
換
）
に
補
助
金
を
交
付
し
て
い
ま

す
。

　
な
お
、
単
独
処
理
浄
化
槽
及
び
汲
取
り
槽
を
全

撤
去
し
た
場
合
、
左
記
の
と
お
り
撤
去
費
用
に
つ

い
て
も
補
助
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　
本
町
の
「
汚
水
処
理
人
口
普
及
率
」
の
向
上
を

図
る
た
め
、
合
併
処
理
浄
化
槽
へ
の
転
換
を
進
め

ま
し
ょ
う
。

区　分 補助限度額
単独槽撤去 90,000 円
汲取り槽撤去 90,000 円

●撤去費補助

台所、風呂
洗濯などの
排水

汚れが
合併型の
８倍

合併処理
浄化槽

計 ４g

計 32g

単独処理
浄化槽

未処理のまま放流

13g

27g

13g 5g

27g

5g＋27g＝32g

４g

合併処理浄化槽

単独処理浄化槽

※数値は１人が１日に出す水質汚濁物質の量を
　ＢＯＤで表したもの。

汚れが
少ない

水洗トイレ

◎受付期間：平成31年４月１日 〜 令和元年11月30日
　※なお、補助予定基数に達した場合は、受付期間の終了日前でも受付を締め切る場合があります。
　詳細については、上板町役場　環境保全課（☎ 694−6813）までお問い合わせください。 】

　
単
独
処
理
浄
化
槽
や
汲
取
り
槽
は
、
し
尿
の
処
理
の
み
を
目
的

と
し
て
い
る
た
め
、
台
所
、
浴
室
、
洗
面
所
等
の
排
水
を
浄
化
す

る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。

　
合
併
処
理
浄
化
槽
は
、
下
水
道
の
よ
う
な
大
規
模
生
活
排
水
処

理
施
設
と
比
べ
、
短
期
間
で
設
置
で
き
処
理
能
力
も
有
し
て
い
る

の
で
、
河
川
や
水
路
の
水
質
保
全
を
は
じ
め
、
快
適
な
生
活
環
境

を
実
現
す
る
た
め
の
有
効
手
段
で
す
。

　
町
で
は
、
農
業
集
落
排
水
事
業
区
域
を
除
き
、
合
併
処
理
浄
化

槽
へ
の
転
換
を
推
進
し
て
い
ま
す
。

　
な
お
、
浄
化
槽
法
の
改
正
に
よ
り
、
平
成
十
三
年
四
月
か
ら
は

浄
化
槽
設
置
の
際
に
は
、
原
則
合
併
処
理
浄
化
槽
が
義
務
づ
け
ら

れ
、
既
に
設
置
さ
れ
て
い
る
単
独
処
理
浄
化
槽
に
つ
い
て
は
、
合

併
処
理
浄
化

槽
へ
の
転
換

に
努
め
る
こ

と
と
な
っ
て

い
ま
す
。

【

合
併
処
理
浄
化
槽
設
置
補
助

合
併
処
理
浄
化
槽
の
普
及
促
進
に
向
け
、支
援
を
強
化
し
て
い
ま
す
。

合
併
処
理
浄
化
槽
へ
の
転
換
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（土・日・祝日は休み）（相談無料）

9：00～17：00

8：30～17：00

相談窓口 受付時間（月～金）

☆日時
　毎月第４土曜日19時～21時）開催
　７月27日（土）　（19時～21時）
　８月24日（土）　（19時～21時）
　９月28日（土）　（19時～21時）

子育て相談会『しゃべり・あい』
開催について（ご案内）　

上板町鍛冶屋原字妙楽寺1番地8

相談支援センター「あい」
（ふれあいセンター２階）

上 板 町 教 育 委 員 会

☆場所
　上板町子ども・若者相談支援センター『あい』
　ふれあいセンター ２階
　（上板町役場より西へ300メートル　上板町商工会西どなり）

上板町子ども・若者相談支援センター『あい』からのお知らせです。

不登校や引きこもり等、子育ての悩みを抱える家族
のための会です。
保護者、支援者、ソーシャルワーカー、アドバイザー
が集い、いろいろな人の話を聴きます。
自分の思いを話すことで、見えなかったことが分かり、
気持ちが楽になり、子どもへの接し方が変わります。
気軽に参加してみませんか。

『あい』では、　　
子ども・若者（幼・小・中学生・中学卒
業後～ 39歳ぐらいまで）について　　
いじめ、不登校、引きこもり、ニート、
虐待など子育てについて悩んでいる方、
その家族・教員などを対象にしています。　
お電話や来所にて相談を受けさせていただきます。

『あい』には、ソーシャルワーカーが在籍しています。
子どもの抱えるさまざまな問題について、置かれている環境
やその子の特徴を考えながら、学校と連携のもと、直接、家
庭とつながり、校外の関係機関と連携して、問題を解決して
いく活動を行います。本人・家庭・学校・関係機関をつなぐ
コーディネーター役です。

上板町子ども・若者相談支援センター
『あい』をご活用ください

気軽にご相談下さい。

637－6006

694－6814

連絡先

上板町子ども・若者相談支援センター
『あい』をご活用ください

上板町子ども・若者相談支援センター『あい』からのお知らせです。

■
日
　
時

　
七
月
二
十
四
日　
水
曜
日

　
午
後
一
時
三
十
分
〜

■
場
所
・
お
問
い
合
わ
せ

　
馬
道
会
館　
☎
六
九
四

−
四
八
六
八

　
上
板
町
西
分
字
原
渕
一
八
番
地
二

■
申
し
込
み
締
め
切
り

　
七
月
十
九
日　
金
曜
日

　
午
後
五
時
ま
で

■
材
料
代　
二
、〇
〇
〇
円

「
セ
ラ
ミ
ス
グ
ラ
ニ
ュ
ー
」
と
い
う
ド
イ

ツ
製
の
粘
土
加
工
チ
ッ
プ
を
使
っ
て
、

室
内
ガ
ー
デ
ニ
ン
グ
し
ま
せ
ん
か
？

ガ
ラ
ス
の
器
を
使
っ
た
イ
ン
テ
リ
ア
グ

リ
ー
ン
で
、
穏
や
か
で
心
地
い
い
時
間

と
空
間
を
作
り
ま
し
ょ
う
。

■
日
　
時

　
七
月
二
十
五
日　
木
曜
日　
午
後
二
時
〜

　
八
月　
　
六
日　
火
曜
日　
午
後
二
時
〜

■
定
　
員　
各
二
十
名

　
（
先
着
と
な
り
ま
す
の
で
、
お
早
め
に
電

話
で
お
申
し
込
み
下
さ
い
）

■
参
加
費　
無
料

■
対
　
象　
児
童
生
徒
（
保
護
者
同
伴
可
）

■
場
所
・
お
問
い
合
わ
せ

　
馬
道
会
館　
☎
六
九
四

−

四
八
六
八

　
上
板
町
西
分
字
原
渕
一
八
番
地
二

紙
し
ば
い
・
お
り
が
み
は
、
昔
な
が
ら
の
遊

び
で
す
。
楽
し
い
夏
休
み
に
、
日
本
の
伝
統

に
ふ
れ
て
み
ま
せ
ん
か
。

お
り
が
み
教
室
と

楽
し
い
紙
し
ば
い
！

夏
休
み

■
日
　
時

　
七
月
二
十
三
日　
火
曜
日　
午
後
二
時
〜

■
定
　
員　
二
十
名

　
（
先
着
と
な
り
ま
す
の
で
、
お
早
め
に
電

話
で
お
申
し
込
み
下
さ
い
）

■
参
加
費　
無
料

■
対
　
象　
小
学
生
・
中
学
生

■
場
所
・
お
問
い
合
わ
せ

　
馬
道
会
館　
☎
六
九
四

−

四
八
六
八

　
上
板
町
西
分
字
原
渕
一
八
番
地
二

自
分
で
書
い
た
絵
を
レ
ジ
ン
で
固
め
て
ス
ト

ラ
ッ
プ
に
し
ま
す
。
自
分
だ
け
の
オ
リ
ジ
ナ

ル
を
作
っ
て
み
ま
せ
ん
か
？

ま
た
、
楽
し
い
紙
し
ば
い
も
し
ま
す
。

工
作
教
室（
レ
ジ
ン
）と

楽
し
い
紙
し
ば
い
！

夏
休
み

寄せ植え教室の募集
●
放
送
大
学
は
、
十
月
入
学
生
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

●
心
理
学
・
福
祉
・
経
済
・
歴
史
・
文
学
・
情
報
・

自
然
科
学
な
ど
、
約
三
〇
〇
の
幅
広
い
授
業
科
目

が
あ
り
、
一
科
目
か
ら
学
ぶ
こ
と
が
で
き
ま
す
。

●
全
国
に
学
習
セ
ン
タ
ー
が
設
置
さ
れ
て
お
り
、

サ
ー
ク
ル
活
動
な
ど
の
学
生
の
交
流
も
行
わ
れ
て

い
ま
す
。

●
資
料
を
無
料
で
差
し
上
げ
て
い
ま
す
。

　

お
気
軽
に
放
送
大
学
徳
島
学
習
セ
ン
タ
ー

　
（
☎
〇
八
八

−

六
〇
二

−

〇
一
五
一
）
ま
で
ご
請

求
下
さ
い
。

●
出
願
期
間
は
、
第
一
回
は
八
月
三
十
一
日
ま
で
、

第
二
回
は
九
月
二
十
日
ま
で
。

入
学
生
募
集
の
お
知
ら
せ

放
送
大
学
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馬
道
会
館
で
は
フ
ァ
イ
ナ
ン
シ
ャ
ル

プ
ラ
ン
ナ
ー
に
よ
る
生
活
に
密
接
し
た

各
種
保
険
相
談
を
開
催
し
ま
す
。

　

疑
問
や
不
安
を
か
か
え
て
い
る
か

た
、
老
後
の
生
活
設
計
に
悩
ん
で
い
る

か
た
、
ぜ
ひ
こ
の
機
会
に
相
談
し
て
み

ま
せ
ん
か
。

・
年
　
　
　
金

・
健
康
保
険

・
失
業
保
険

・
労
災
保
険

・
交
通
事
故

・
生
命
保
険

・
住
宅
ロ
ー
ン

■
日
時
　
七
月
二
十
三
日　
火
曜
日

　
　
　
　
午
後
一
時
三
十
分
か
ら

■
場
所
　
馬
道
会
館　
☎
六
九
四

－

四
八
六
八

　
　
　
　
上
板
町
西
分
字
原
渕
一
八

－

二

　

相
談
は
先
着
順
と
な
り
ま
す
の
で
、
お
早
め
に
お
申
し
込

み
く
だ
さ
い
。

く
ら
し
の
保
険
相
談

上 板 町 消 費 生 活 相 談 窓 口 からのお知らせ
　

大
手
宅
配
便
業
者
を
偽
り
届
く
シ
ョ
ー
ト
メ
ッ
セ
ー
ジ
サ
ー
ビ
ス

（
Ｓ
Ｍ
Ｓ
）
に
関
す
る
以
下
の
事
例
の
よ
う
な
ト
ラ
ブ
ル
が
消
費
生
活

セ
ン
タ
ー
等
に
寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。

　【
事
例
１
】

　
「
お
客
様
宛
に
お
荷
物
の
お
届
け
に
あ
が
り
ま
し
た
が
不
在
の
た

め
持
ち
帰
り
ま
し
た
。
下
記
よ
り
ご
確
認
く
だ
さ
い
」
と
ス
マ
ホ

に
Ｓ
Ｍ
Ｓ
が
届
き
Ｕ
Ｒ
Ｌ
を
タ
ッ
プ
し
た
と
こ
ろ
、
自
分
の
ス
マ

ホ
か
ら
不
特
定
多
数
に
同
じ
内
容
の
Ｓ
Ｍ
Ｓ
が
送
信
さ
れ
、
多
数

問
い
合
わ
せ
の
電
話
が
か
か
っ
て
き
た
。

　【
事
例
２
】

　

ス
マ
ホ
に
届
い
た
不
在
通
知
の
Ｕ
Ｒ
Ｌ
に
ア
ク
セ
ス
し
「
Ｉ
Ｄ
と

パ
ス
ワ
ー
ド
」
を
入
力
し
て
し
ま
っ
た
。
個
人
情
報
漏
え
い
が
心

配
だ
。

　【
ア
ド
バ
イ
ス
】

■
大
手
宅
配
便
業
者
は
Ｓ
Ｍ
Ｓ
に
よ
る
不
在
通
知
の
案
内
は
行
っ

て
い
ま
せ
ん
。
類
似
の
不
審
な
Ｓ
Ｍ
Ｓ
が
届
い
た
場
合
で
も
Ｕ

Ｒ
Ｌ
は
タ
ッ
プ
し
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

■「
Ｉ
Ｄ
と
パ
ス
ワ
ー
ド
」「
電
話
番
号
と
認
証
コ
ー
ド
」
等
を
入
力

し
て
し
ま
う
と
不
正
に
使
用
さ
れ
た
り
身
に
覚
え
の
な
い
請
求
を

受
け
る
可
能
性
が
あ
る
の
で
、
重
要
な
情
報
は
安
易
に
入
力
し
な

い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

■
不
審
な
ア
プ
リ
等
を
入
れ
て
し
ま
っ
た
場
合
、
す
ぐ
機
内
モ
ー
ド

設
定
に
し
て
、
不
審
ア
プ
リ
の
削
除
、
端
末
初
期
化
、
パ
ス
ワ
ー

ド
変
更
等
の
対
処
が
必
要
で
す
。

　

身
に
覚
え
が
な
い
、
不
審
な
Ｓ
Ｍ
Ｓ
が
届
い
た
場
合
な
ど
、
左
記

相
談
窓
口
ま
で
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

◆
消
費
生
活
に
関
す
る
ご
相
談
は

　
上
板
町
消
費
生
活
相
談
窓
口
へ

　
☎
六
九
四

−

六
八
一
六
　
秘
密
厳
守
・
相
談
無
料

　
受
付
　
平
日
九
時
〜
十
六
時
三
十
分

　
　
　
　
　
　（
土･

日･

祝･

年
末
年
始
を
除
く
）

　
「
成
年
後
見
制
度
」
と
は
、
本
人
の
判
断
能
力
が
不
十
分

な
場
合
に
、
本
人
を
法
律
的
に
保
護
し
、
支
え
る
た
め
の
制

度
で
す
。

　

ま
た
、
相
続
や
遺
言
の
ご
相
談
に
も
応
じ
ま
す
。
お
気
軽

に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

■
日
　
時

　
八
月
六
日
（
火
）　
午
後
一
時
～
三
時

　
※
偶
数
月
の
第
一
火
曜
日
に
無
料
相
談
会
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

■
場
　
所

　
上
板
町
中
央
公
民
館（
上
板
町
役
場
二
階
）　
第
一
会
議
室

■
お
問
い
合
わ
せ

　
一
般
社
団
法
人
コ
ス
モ
ス
成
年
後
見
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー

　
　
徳
島
県
支
部
徳
島
県
行
政
書
士
会
内

　
　
☎ 

〇
八
八

−

六
七
九

−

四
四
四
〇

成
年
後
見
・
相
続
・
遺
言

無
料
相
談
会
の
お
知
ら
せ

　

住
民
の
皆
さ
ん
か
ら
役
所
の
仕
事
に
対
す
る

苦
情
や
要
望
な
ど
の
相
談
を
受
け
、
必
要
に
応

じ
て
関
係
行
政
機
関
に
あ
っ
せ
ん
を
行
い
ま

す
。

　

相
談
は
無
料
で
、
秘
密
は
固
く
守
ら
れ
ま
す

の
で
、
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

一
日
行
政
相
談
所

開
設
予
定
日

■
開
設
日

　
七
月
十
七
日
（
水
）

■
開
設
時
間

　
午
後
一
時
三
十
分
〜
午
後
三
時
三
十
分

■
開
設
場
所

　
上
板
町
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー

　

上
板
町
で
は
法
務
大
臣
よ
り
委
嘱
を
う
け
た

人
権
擁
護
委
員
が
、
皆
様
の
人
権
に
つ
い
て
の

相
談
を
受
け
た
り
、
法
務
局
と
連
携
し
な
が
ら

人
権
を
守
る
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。
お
気
軽

に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　

令
和
元
年
七
月
は
次
の
と
お
り
で
す
。

■
開
催
日
時

　
七
月
十
七
日（
水
）

　
午
後
一
時
三
十
分
～
午
後
四
時

■
開
催
場
所

　
上
板
町
中
央
公
民
館
・
第
一
会
議
室

　
（
役
場
二
階
）

人

権

相

談

宅
配
便
業
者
を
装
っ
た

Ｓ
Ｍ
Ｓ
に
ご
注
意
！
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子ども水祭り
～水鉄砲で敵を倒せ！～
　令和元年７月15日（月）13時から16時まで、
上板町技の館中庭で、子ども水祭りを行います♪
チームに分かれての水鉄砲合戦や、幼児用プール、
水で絵を書ける黒板、スーパーボールすくい、お
菓子なげ、水風船投げ大会等、水を使った遊びが
いっぱい♪是非お越しください。

　７月22日（月）から8月30日（金）の夏休み期間中の平日午前９時
から午後4時30分まで、夏休み企画として常設展を無料で見学いた
だけます。
　歴史民俗資料館では、今年度日本遺産に認定された「藍のふるさと」
に関わる、阿波藍についての展示や、阿波和三盆糖、上板町出身の
偉人、たくさんの農具や民具など、上板町の歴史を知るための展示
を行っています。
　勾玉パズルや銅鐸スケッチなど、楽しく歴史に触れる体験や、自
由研究のテーマ相談にも応じますので、ぜひ歴史民俗資料館へ遊び
に来てください！

ルール
① 小学生以下のお子様は保護者の同伴をお願いいたします。
② 屋外のイベントですので、こまめな水分補給をお願いいたします。
③ プールをご利用なさる場合は水着をご持参ください。
水鉄砲合戦　① ぬれてもいい服装と帽子をご準備ください。
　　　　　　　 （帽子に金魚すくいで使うポイを付けます。）
　　　　　　② 水鉄砲はご用意しますが、持ち込みもＯＫ！

お問い合わせ

〒771－1310　徳島県板野郡上板町泉谷字原東32番地４
上板町技の館（休館日　毎週月曜日　祝日の場合翌日）
藍染め体験受付時間　9：00～15：30（ハンカチは16：00まで受付）
TEL 637－6555　FAX 637－6554　メール　waza@kamiita.i-tokushima.jp

子ども水祭り

参加費
無　料

歴史民俗資料館

期　　間　令和元年７月22日（月）～８月30日（金）
　　　　　午前９時～午後４時30分（土・日・祝日は休館）

場　　所　上板町立歴史民俗資料館

入 館 料　無料

同時開催　「記念物１００年」展参加事業
　　　　　乳保神社のイチョウ～上板町の天然記念物～

夏 休 み 企 画

「れきみんでまなぶ夏」「れきみんでまなぶ夏」
歴史民俗資料館 夏休み、

上板町立歴史民俗資料館へ
遊びにきませんか？

夏休み、
上板町立歴史民俗資料館へ
遊びにきませんか？
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第3回 　藍マルシェを行いました。第3回 　藍マルシェを行いました。
　６月２日（日）に技の館で「藍マルシェ」を行いました。
　午後から雨になったのですが、たくさんの方にご来場いただきました！！
　日本遺産に認定された「阿波藍」のパネル展示や、こ
の時期にしか出来ない生葉染め体験など藍を身近に感じ
てもらえるブースや、藍以外にもかわいい小物販売や
ワークショップ体験の物販ブース、もち麦うどん・クレー
プ・パン等飲食ブースもたくさんありました。
　技の館PR大使のHighT さんプロデュ―スの藍ステー
ジも盛り上がりました♪
　お菓子投げやビンゴ大会といったみんなで楽しむイベ
ントも大盛況でした。

　次回は、11月上旬に開催予定です。上
板町にたくさんの方が来ていただけるよ
うなマルシェ作りを頑張っていこうと
思っていますので、次回皆さまのお越し
をお待ちしています！！
　ご来場いただいた皆様、ありがとうご
ざいました。

物販ブース

運営事務局とHighT、X+さんと

ビンゴ大会

お菓子投げ

やってみよう！やってみよう！

７月31日（水）・８月３日（土）
９時30分～12時過ぎ　

日時

技の館　上板町泉谷字原東32－4場所
■料金　こども一人７００円（ハンカチ制作費含む）
■定員　各日１５名(事前申込み)　
■持参　筆記用具／必要に応じてカメラ
■お問い合わせ　☎６３７－６５５５
■講師　（一社）ジャパンブルー上板　理事長　瀬部昌秀／技の館　藍染体験指導員／上板町　地域おこし協力隊員
■内容　藍染めをするための、染料はどうやって作られるの?どうして藍色になるの？そんな子供達の疑問に

お答えします！当日は、技の館内にあるLED植物工場の見学や、生葉を使用したたたき染め、藍染体験
など内容盛りだくさん。夏休みの自由研究は「藍染め」に決まり！！

７月31日（水）・８月３日（土）
９時30分～12時過ぎ　

日時

技の館　上板町泉谷字原東32－4場所

「藍染め」がテーマの自由研究！「藍染め」がテーマの自由研究！
やってみよう！
「藍染め」がテーマの自由研究！
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五
月
二
十
五
日（
土
）、
上
板
町
中

央
公
民
館
に
お
い
て
令
和
元
年
度
戦

没
者
追
悼
式
が
厳
粛
に
挙
行
さ
れ
ま

し
た
。

　
式
で
は
戦
没
者
六
百
二
十
六
柱
の

冥
福
を
祈
り
、
参
加
者
全
員
で
黙
祷

が
捧
げ
ら
れ
、松
田
町
長
を
は
じ
め
、

ご
来
賓
の
方
々
か
ら
追
悼
の
こ
と
ば

が
あ
り
ま
し
た
。

　
そ
し
て
、
小
学
生
を
含
む
参
列
者

全
員
で
献
花
を
行
い
、
戦
火
に
散
っ

た
戦
没
者
の
方
々
に
哀
悼
の
意
を
捧

げ
る
と
と
も
に
、
日
本
の
恒
久
平
和

を
お
祈
り
し
、
最
後
に
上
板
町
遺
族

会
七
條
会
長
か
ら
謝
辞
が
述
べ
ら

れ
、
式
は
厳
か
に
終
了
し
ま
し
た
。

戦没者追悼式が
　　挙行されました

学
校
給
食
セ
ン
タ
ー

令和元年６月６日（木）

小型コッペパン
牛乳　焼きうどん
五目パオズ　枝豆

食
育
と
地
産
地
消
へ
の

食
育
と
地
産
地
消
へ
の

取
り
組
み

取
り
組
み

　
令
和
元
年
六
月
六
日
の
給
食
の
枝
豆
は
、
上
板
町

産
の
も
の
を
使
用
し
て
い
ま
す
。

　
枝
豆
は
「
畑
の
肉
」
と
称
さ
れ
る
大
豆
を
若
い
う

ち
に
収
穫
し
た
も
の
で
、
た
ん
ぱ
く
質
や
ビ
タ
ミ
ン

Ｂ
１
、
Ｂ
２
、
Ｃ
が
豊
富
で
す
。

　
上
板
町
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
で
は
、
学
校
給
食
を
生
き

た
教
材
と
し
て
活
用
し
た
食
育
を
推
進
し
て
い
く
と
と
も

に
、
よ
り
身
近
に
地
域
の
自
然
や
食
文
化
、
産
業
等
に
つ

い
て
の
理
解
を
深
め
て
も
ら
え
る
よ
う
、
こ
れ
か
ら
も
学

校
給
食
の
充
実
を
図
っ
て
い
き
ま
す
。

上
板
町
民
の
方
も
利
用
可
能
で
す
。

７月
日 月 火 水 木 金 土

1 2 3 4 5 6

7 8 9 10 11 12 13

14 15 16 17 18 19 20

21 22 23 24 25 26 27

28 29 30 31

■
お
問
い
合
わ
せ

　
板
野
町
文
化
の
館
図
書
館

　
☎
〇
八
八

－

六
七
二

－

五
八
八
八

●
五
月
は
、
延
べ
二
七
四
人
に

　

一
、二
七
三
冊
ご
利
用
頂
き
ま
し
た
。 ■ の日は休館日です。

開館時間　午前10時〜午後6時

板
野
町
文
化
の
館
図
書
館

❼
月
カ
レ
ン
ダ
ー

イモ苗植え

5月
令和元年

お
誕
生

お
め
で
と
う

上
田
　
祐
平
・
由
利
加

女
の
子
　
凪
未
加
（
な
み
か
）

神
　
宅

上
野
　
和
也
・
明
日
香

男
の
子
　
蓮
（
れ
ん
）

女
の
子
　
澪
（
み
お
）

西
　
分

四
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